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地下鉄11号線(半蔵門線)延伸計画図

松戸駅で聴きました‥通勤電車の混み具合

半蔵門線f青山1 丁目」

まで通 勤し て いま す。

朝6 時30 分の 松戸 始

発に乗 車 する ので 、座

る こ と が で き ま す が 、

以 前 、午前8 時ご ろ の

電車 を利 用し てい たと

きは 、身 動 きがと れな

いほど混雑していました。

乗り換えなしで渋谷方面へ行ける11

号線の松戸延伸が、早く実現するよう

望んでいます。

東西線｢東陽町｣まで

通勤しています。晴れ

の日は金町から、雨の

日は松戸から朝8時ご

ろ乗車しています。

朝の電車の中では周

りの迷惑を考えて、あ

まり本を読むことはあ

りません。通勤は毎日

のことですから、電車の中で好きな本

を無理な＜読め、有効に時間を使える

ようになるといいと思います。

人 口 と 世 帯　6 月1日現在

人口

男

女

世帯

主 な内容

屋外市営プ ールが始 まり ます②

介護保険制度の仕 組み　　　 ③

やめよう！ポイ捨てたばこ

松戸駅周辺で｢モデル事剿 を実施中 ④

監査結果の公表　　　　　　 ⑤

情報チ ャンネル　　　　　 ⑥⑦

総武線「信濃町」ま

で通勤し てい ます。

朝ﾜ 時40 分ご ろ の 松

戸発を利 用し ていま す。

慣れる まで は 、ホー ム

に 並ん でから2 、3本 の

列 車を 見送 らな いと 乗

れま せんでし た。靴 を

踏まれたり、バックを引っぱられてひ

もが切れたこともありす。最近は、少

しでもすいているところに乗るように

していますが11号線が松戸までのび

て混雑が緩和されることを願っていま

す。

黯
交
通
計
画
課
公
3
6
6
・
7
3
1
2

毎
朝

、
松
戸
市
か
ら
通
勤

・
通
学
の
た
め
約
十
二
万

人
が
都
内
へ

電
車
な
ど
で
移
動
し
て
い
ま
す
。

Ｊ

Ｒ
常
磐
線
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
の
混
雑
率
は
二
〇
〇
％

以
上
の
状
況
が
続
く
中
で
、
Ｊ
Ｒ
で
は

、
混
雑
緩
和
の

た
め
に
車
両
を
ホ
ー
ム
い
っ
ぱ
い

に
長

く
連
結
し

、
本

数
も
増
発
し
て
輸
送
力
の
増
強
を
図

っ
て
い
ま
す

。

市
で
は

、
混
雑
緩
和
、
環
境
に
配
慮
し
た
交
通
網
の

整
備
や
周
辺
地
域
の
活
性
化
な
ど
を
目
指
し
て

、
十
四

年
前
か
ら
営
団
地
下
鉄
1
1号
線
（
半

蔵
門

線
）
の
松
戸

延
伸
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
関
係

す
る
自
治

体
と
協
力
し

、
多

く
の
課
題
を
解
決
し
な
が

ら
早
期
実

現
の
た
め
に

一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

７
月
６

日
脚
に
は

、
住
民
の
大
き
な
期
待
と
熱
意
を

集
結
し
、「
地
下
鉄
８

・
１１

号
線
建

設
促
進
住
民
決
起
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日時…7月６日㈹午後1時～3時

会場…森のホール21 （大ホール）

定員…先着1,250 人

費用…無料

匝電話で交通計画課0366 ―7312 へ

※定員を超えた場合はお断りすることがあり

ます。

混

雑

率

一
五

〇

％

へ

松

戸
駅

か
ら
都

心
へ

の
ラ

ッ

シ
ュ

時

の
混

雑
率

は
、
二

〇
〇

％

以

上
と

依
然
大

変
な
混

雑
状

況
で
す
。
国
で
は
、
東
京
圏
の

混
雑

率

の
目

標
を

一
五
〇
％

と

し
て

い
ま
す

。

混
雑
緩
和
や
交
通
網
整
備
の

た

め
、

昭
和
6
0年

の
運

輸
政
策

審
議
会
で
は
、
地
下
鉄
1
1
号
線

平

蔵
門
線
・
渋
谷
～
水
天
宮
前
）

を
平

成
1
2
年
（
西
暦
二

〇
〇
〇

年

）
ま

で
に
松

戸
ま

で
延
仲

す

る
こ
と

が
望
ま
し

い
と

い
う

答

申

を
出
し

ま
し

た

。

1
1
号
線
と
８
号
線
（
有
楽
町

線

）
と

は
住
吉

～
四

ッ
木
間

が

共
用

に
な

る
た

め
、
松

戸
市

・

葛
飾
区

・
墨

田
区

・
江

東
区

が

一
緒

に
要
請

活
動

を
行

っ
て

い

ま
す

。

平

成
1
5年

春

に
完
成

予

定
の

水
天

宮
前
～
押
上
間

の
延
仲
も
、

沿
線

の
住

民

や
自

治
体

に
よ

る

決
起

大
会

・
署

名
活
動

・
運

輸

大
臣

へ

の
要

請
活

動

な
ど
に
よ

り
実
現
す
る
も
の
で
す
。

松

戸

へ

の

ば

そ

う

半

蔵
門

線

押
上
～

松
戸

間

の
延
伸

実
現

が
確

か

な

も

の
に

な

る

よ
う

、

住

民

の
大

き

な
期
待

と
熱

意
を

結
集
し
「
地
下
鉄
８
・
1
1
号
線

建

設
促

進
住
民

決
起

大
会

」
を

開

催
し
ま

す

。

常磐線（緩行）のラッシュ時の混雑率

ラッシュ時 ‥午前7時30 分～8 時30 分、区間…亀有～綾瀬

出典…柎運輸政策研究機構平成10 年版「都市交通年報」

100%

定員乗 車（座席 に

着く か 、つリ革に

つ かまるか 、ド ア

付近の柱につ かま

り 、ゆったり乗 車

できる）

混 雑 率 の 目 安

150% (東京圏の目標）　　180%

肩がふれあう程度

て噺 聞は楽に読め

る。

(運輸省が東京圈

での目標とする混

雑率)

体 がふ れあ う が 、

新聞は読める。

混 雑率

=通過人 数

=輸送力( 定員)

(通過人数÷輸送力＝混雑率)

200 ％　　　　　250%

肩がふれあい相当

圧迫 感 がある が 、

週刊誌程度な ら何

とか読める 。

電車が揺れるたび

に体が斜めにな っ

て身動きがとれず、

手も動かせない。

地 下 鉄11 号 線 に か か わ る 経 緯

昭 和60 年7 月

運 輸政策 審議会 の答申 第7 号

内 容 …東京11 号 線 （地下 鉄半 蔵門 線） を

平 成12 年（西 暦2000 年）まで に松 戸 まで

延 伸 するこ と が 望 まし いと の答 申 があ り

まし た。

昭 和61 年12 月

松 戸 市 ・葛 飾 区 ・墨田 区 ・江 東 区の1 市3

区の長 が 「地下 鉄8･11 号 線促 進連絡 協議

会 」を 設置し まし た。

昭 和63 年 ～ 平 成10 年

「地下鉄8･11 号線 建設 促進住 民決 起大会」

を 松 戸 市 ・３区 ・千 葉県 ・東 京 都 が協力

し て毎年11 月８日に 開催し てき まし た。

平 成10 年11 月

前 回 答申 で 目 標 年 次 とさ れ た平 成12 年

（西暦2000 年 ） が到 来 する の で 、新た に

21 世 紀 に 向 けて 、「東 京 圈に お ける 高 速

鉄道を 中心と する交 通網 の整 備につ いて」

運輸 大臣 が 運輸 政策 審 議会 に 諮問し まし

た。（東京 圏 …東京都心部を中心に半径50km

以内の地域）

※平 成11 年 末ま でに 運輸 政策 審議 会答申 が

出さ れる 予定 です。

平 成11 年7 月（運輸政 策審議会 に向け て）

住民 決起 大会 で11 号線 松戸 延伸 を確 かな

も のにし まし ょう 。

地下鉄8・11 号線建設促進住民決起大会
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松
戸
市

葛
飾
区

江

東

区

墨
田
区

岩下幸子さん

(胡録台在住)
塚本輝雄さん

(岩瀬在住)

山 野井裕一郎さん

(上 矢切 在住)

昭和50年度 昭和60年度 平成2年度 平成5年度 平成8年度

早
期
実
現
の
た
め
の
決
起
大
会



広報ま つど1999 年(平成11年)6月25日

7/|8/11(刈
利用時間（各回総入れ替え制）

1回目…午前9時～11時

2回目…正午～午後2時

3回目…午後3時～5時運動公園プ ール
Q363-9554　 料金(2時間) 大人２００円、中学生以下50 円

※フ月１日米から19 日㈲の間(土・日を除く)

は 、１回目 はあ りま せん 。

※気 象条 件等 によ り中 止ま た は時 間帯 を変

更 する 場合 があ りま す 。

利 用 で き な い 日

運 動公 園プ ー ル

7月１１日(日)･２５日付・２９日困・３０日窗、

８月２３日 ㈲( 水泳大 会 に使 用し ま す)

中 央公 園プ ー ル･ 新 松戸プ ー ル･ 東 部ス ポ ー

ツ パ ークプ ー ル

フ月５日 川 ２日 川 ９日の 各月 曜日

安 全 に 利 用 す る た め に

①か ぜや 目の 病気そ の 他伝染 病 の人 は泳げ よ

せん。

②幼 児等 は保護 者 の同 伴が 必要で す。

③５０ｍプ ールで の遊 泳は小 学校４年生以 上の

人で す(3年生以下 でも 保護者が同伴なら可)。

④浮輪 類はこどもプ ールで のみ使用でき ま す。

⑤係員 の指 示に は必 ず 従ってく ださ い 。

中央公園プール新松戸プール東 部スポーツパークプール

●新松戸駅から徒歩15 分

青少年会館隣り

●秋山 駅か ら徒歩10 分

●東松戸 駅 から徒 歩12 分

●松戸 駅か ら市立 東松戸 病院 行き

バス で「東 部スポ ーツ パー ク前」

下車

●八柱駅 から 市立 東松戸 病院 行き

バスで 「福 祉セン ター 入口」 下

車

一年中泳げる温水プールもご利用ください

和名ヶ谷スポーツセンター温水プール

Q391-5990

クリーンセンター温水プール

公385-ﾜ100

們

１

松

戸

駅

一

松
戸
駅
（
西
口
）
か
ら
京
成
バ
ス
高
塚
梨
香
台

線
ま
た
は
市
川
駅
（
国
分
経
由
）
行
き
で
「
陣

ヶ
前
」
下
車
徒
歩
十
一
分

・

松
戸
駅
（
東
口
）
か
ら
新
京
成
バ
ス
三
矢
小
台

行
き
で
「
美
野
里
ハ
イ
タ
ウ
ン
」
下
車
徒
歩
９

分
、
ま
た
は
松
戸
循
環
線
で
「
富
士
見
台
」
下

車
徒
歩
十
三
分

世
界
平
和
都
市
宣
言
事
業

利用時間午前9時～午後9時

料金（2時間）大人600円 、中学生以下200 円

定休日第3月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始

●五香駅西口からクリーンセンター経由のバスで
「クリーンセンター入口」下車徒歩5 分

利用 時 間屋 外プ ールと同じ （各回総入 れ替え制 ）

料 金（2 時 間）大 人400 円 、中学生以下100 円

定 休日 月曜 日（祝 日の 場合 は翌 日 ）・年末 年始

｢徳川昭武写真コンテスト｣作品募集

平
和
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

第
十
回
松
戸
市
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
「
イ
ル
カ
　
ト
ー
ク
＆
ラ

イ
ブ
」

今
回

は
「
な
ご
り

雪
」
な

ど
数

々
の

ヒ
ッ
ト

曲
を
発

表
し

、

ラ
ジ
オ

の
パ

ー
ソ
ナ

リ

テ
ィ

ー
と

し
て

も
大
活

躍

中

の
イ
ル

カ
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

コ

ン
サ

ー
ト
で

は
、
歌

だ
け

で
な

く
平
和

に

つ
い
て

の
ト

ー
ク
も

あ
り

ま
す

の
で

ご
家
族

連
れ
で

お
楽
し

み

く
だ

さ

い
。

イ
ル
カ
さ
ん
の
歌
と
平
和
ト
ー
ク
を
ご
一
緒
に

惠
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所

・
氏
名

・
電
話

番

号
・
希
望
人
数
（
ハ

ガ
キ
一
枚
に
三
人
ま

で
）
　・
返
信

用

あ
て

名
を
記

入
し

て

、
〒

2
7
1

－
8
5
8
8

松
戸

市
根
本

三

八
七

の
五

松
戸
市

役
所

総
務

部

唸
務

課
へ

夏

休

み

親

子
平

和
映

画

鑑

賞

会

８
月
1
0日
㈹
午
後
１
時
～
３
時

会
場
市
民
劇
場

内
容
「
お
か
あ
ち

ゃ
ん
ご
め
ん
ね
」
「
チ
リ

ン
の
鈴

」

「
忍

た
ま
乱
太
郎
」
　

定
員
三
百
人

（
当
日
先
着
順
）
　
費
用
無
料

平

和

パ

ネ

ル

ー
ポ

ス

タ

ー
展

文
化
ホ
ー
ル
…
７
月
2
0日
撮
～
８
月

１
日
㈲
〔
７
月
2
6日
囲
は
休
館
〕

内
容
ヒ
ロ
シ
マ

ー
ナ

ガ
サ
キ
原
爆
写

真

ポ
ス
タ
ー
、
ユ
ニ
セ
フ
の
活
動
パ

ネ
ル
、
市
内
小
学
生
が
描
い
た
平
和

ポ
ス
タ
ー
な
ど
　
費
用
無
料

市

役
所
一
階

連
絡
通
路
・：
８
月
２

日
丱
～
1
6日
囲
　
内
容
ヒ
ロ
シ
マ

ー

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写

具
ポ
ス
タ
ー
、
私

た
ち
の
ま
ち
の
戦
争
と
平
和
パ
ネ
ル

費
用
無
料

群

鬆
務
部
総
務
課

登
3
6
6
・
7
3
0
5

あ
な
た
の
健
康
2
5
8

薬
　
疹

薬
疹
と

は
、

薬
剤

が
体

内
に
入

る
こ

と
に

よ
り

、
皮

膚
や
粘

膜

に

生
じ

る
病
変
の
こ
と
を

い
い
ま

す
。

薬

剤

は

そ

の
副

作

用

に

つ

い
て

、

厳
し

い
審

査

が
済

ん
で
か
ら

治
療

薬
と

し

て
認
可

さ
れ

ま
す

。
そ
し

て
慎

重

に
治
療

指
示

に
し

た
が

っ

て
使

わ

れ
ま
す

が
、

薬
疹

は
特
定

の
人

だ
け

で

な
く
、

だ
れ

に
で

も

起

き
る
可

能
性

が
あ
り
ま

す

。

ア
レ
ル
ギ
ー
性
と
非
ア
レ
ル

ギ
ー
性
薬
疹

薬
剤

の
内

服
や
注
射

の
あ
と
で
、

皮

膚
や
粘

膜

に
発
疹

や
色
素

沈
着

が
表

れ

る
こ
と

が
あ

り
ま

す
。
こ

れ
が
薬

疹
で
す

。
薬

疹
に

は
、
十

五
分

か
ら

三
十

分
と

い

っ
た
短

い

時
間

で
反

応

が
表

れ
る
即

時
型

の

も

の
か
ら

、
数
日

か

ら
数
週

間
服

用

を
続

け
て

い
る
う

ち
に

病
変

が

明

ら
か

に
な

っ
て
く

る
も

の
ま

で

あ
り

ま
す

。

こ

れ

ら
は

、
初
め

て
薬

剤
を
服

用
し

た
と

き

は
起
こ

ら
ず

、
服
用

を

続
け
て

い

る
う

ち
に

感
作
（
※
）

が
成

立

、
言

い
換
え

れ

ば
抗
体

や

リ

ン

パ
球

が
関
係
し

、
体

の
中

に

ア
レ
ル

ギ

ー
反

応

が
お
こ

り
、
発

疹

が
表

れ
る
か
ら

で
す

。

も
う
ひ

と

つ
は
中

毒
性

に
よ

る

も

の
、

つ
ま
り

非

ア
レ
ル

ギ

ー
性

の
薬
疹

で
す

。
こ

れ
は
薬

剤

が
体

内
に
蓄

積
さ
れ

る
こ
と

に
よ
っ
て
、

毒

性
を
示

し

た
も

の
で
、

薬
剤

を

中

止
し

て
も
長

期
間

症
状

が
残

り

ま

す
。

服
用
中
に
発
疹
が
出
た
ら

一
度
異
常
反
応
を
起
こ
し
た
薬

剤
は
避
け
、
他
の
種
類
の
薬
剤
に

替
え

る
こ
と

が
最
も
重
要
で
す

。

複
数
の
薬
剤
を
服
用
し
て

い
て
、

原
因

が
わ

か
ら

な

い
と
き

は
、

そ

れ
ぞ
れ
の
薬
剤
に
つ
い
て
、
貼
付

試
験

や
皮
内

反

応
、

さ
ら

に
内
服

試
験
な
ど

を
医
師
の
も

と
で
行

い
、

原
因

と
な

る
薬

剤
を
見

つ
け
出

す

必
要

が
あ
り

ま
す

。

最

近

は
、
高

齢
化

に
伴

い
薬

疹

患
者

の
年

齢

の
ピ

ー
ク
も

上

が
っ

て

き
て

い
ま
す

が
、
小

児

で
も

薬

疹

を
起

こ

す

こ

と

が

あ

り
ま

す

。

特
種
な
薬
剤
で
起
き
る
と
は
限
ら

ず

、
一
般

に
市
販

さ

れ
て

い
る
風

邪

薬
や
頭

痛
薬

で
も

薬
疹

は
起

こ

り
ま

す
。

ま

た
漢

方
薬

な
ら

大
丈
夫

と

考

え

て

い
る
人

が

い
ま

す

が
、
こ

れ

も
間

違

い
で
す

。
薬

剤

の
服

用

中

に
発

疹
な

ど
に

気

が
付

い
た
と

き

は

、
す
ぐ

に
服

用
を

や
め

て
、

ま

ず

王
治
医
に

相
談
し
て
く

だ
さ

い
。

（

松

戸

市

医

師

会

）

※
感
作
…
薬
品
な
ど
が
体
に
入
る
こ
と

に
よ
っ
て
同
じ
物
質
に
対
し
て
過
敏

な
反
応
を
す
る
状
態
を
作
り
出
す
こ

と

屋外市営プ ール が始まります
暑
い
日
は
近
く
の
プ
ー
ル
で
元
気
に
泳
ご
う

松戸に住んだ幻の将軍「徳川昭武」は、その幅広い趣味の1つとして当時の庶民の生

活ぶりを被写体とした写真を残しており、当時の市内の様子をしのぶことができます。

この昭武の業績をたたえ、「徳川昭武写真コンテスト」を行います。

※何点でも応募できますが、応募作品の返却はいたしませんのでご了承＜ださい。

※入選作品の版権は、主催者に帰属します。

圃9 月30 日㈲〔必着〕までに､郵送で作品の裏面に題名・住所・氏名を記入し 、別の任

意の用紙に住所・氏名・電話番号・題名・撮影場所・撮影年月日・使用カメラ・説明

文（50字以内）を同封して、〒2ﾜ1  -8588 松戸市根本38ﾜ の5 松戸市役所商工観光

課写真コンテスト募集係（登366-ﾜ32ﾜ ）へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

日
時
…
７
月
2
7日
収
午
後
３
時
問
場

３
時
3
0分
～
５
時
3
0分

会
場
…
市
民
会
館

出
演
…
イ
ル
カ
、
市
内
小
中
学
校
の

児
童

・
生
徒
の
皆
さ
ん

曲
目
…
「
な
ご
り
雪
」
な
ど

定
員
…
先
着
千
二
百
人

費
用
…
無
料
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第
十
四
回

介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
二
次
判
定
・

要
介
護
認
定
に
つ
い
て

膸
介
護
保
険
準
備
室
晋
一
’一

・
7
3
7
0

Ｉ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で

①

本
人

や
家

族
等

が
市
役

所
か
各

支

所

ま
た

は
各

保
健
福
祉

セ

ン
タ

ー

ヘ
、
要

介
護
認
定

の
申

請
を
し
ま

す
（
1
0月

か
ら

開
始
）
。

↑

泉

市
の
職
員

な

ど
が
訪

問
し

、
食
事

や
入

浴

、
排
泄

な
ど

八
十
五

項
目

に

わ
た

る
身
体

状
況

や
医
療

に

つ

い
て

の
調

査
を
し

ま

す
。

そ

の
調

査
結

果
を

全
国

一
律

の

基

準
で
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
に
よ

る

一
次
判
定

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
か

か
り
っ

け
医

の
意
見

書

を
も
ら

い
ま

す
。

↑

③
市
の
介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て
、

一
次

判

定

の

結
果

、

特
記

事

項

、

川口敏久

市長室・

発 棋将

か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書
を
参
考

に
、
要
介
護
状
態
か
否
か
、
お
よ

び
そ
の
程゙
度
を
判
定
し
ま
す
。

↑

④
要
介
護
（
要
支
援
）
認
定
を
受
け

る
と
、
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
て

介
護
支
援
専
門
員
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
計
画
を
つ
く
り
ま
す
。

↑

⑤
利

用
計
画

に
基

づ
き
、「
在

宅
介

護
サ
ー
ビ
ス
」
「
施
設
介
護
サ
ー

ビ
ス
」
を
総
合
的
に
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

介
護
認
定
審
査
会
と
二
次
判
定

に
つ
い
て

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
ま
で
の
流
れ

の
う
ち
、
③
の
介
護
認
定
審
査
会
に

先

日

、

本
市

の

職
員

、

山
田

敦

幹

さ

ん

が
、
念

願

だ

っ
た

第

十
代

朝
日

ア
マ
チ

ュ

ア

将
棋

名

人
位

を

見

事
獲

得

し
ま

し

た

。
市

長

と
し

て

、
ま

た

将
棋

フ
ァ

ン

の
一

人
と

し

て
、
と

て

も
誇

り
に

思

い
ま
す

。将棋盤を前に市長へ優勝報告をする山田さん

お
け

る
二

次
判
定

の
方

法
と
内

容

は

次

の
と
お

り
で
す

。

保

健

・
医
療

・
福

祉
の
専

門
家

で

構

成

さ

れ

る
介

護

認
定

審

査

会

は

、

一
次

判
定

の
結

果
と
特

記
事

項

（
調

査
事

項

の
中
で

特
に

具
体

的
な
心

身

状
況

）

お
よ

び
か
か

り
っ

け
医

の
意

見

書
を
参

考

に
介

護

が
必
要

か

ど
う

か

、
必
要

な
場

合
に

は
、

そ
の
程

度

に

つ

い
て

の
判
定

を
行

い
ま
す

。

判

定

の

内

容

自

立

・
要
支

援

・
要

介

護

（
五
段

階

）
で
示

さ

れ
、
申

請
者

に
通
知

し

ま

す
。
判

定
結

果
に
不

満

が
あ

る
場

合

は
、
市

で
相
談

窓
口

を
設
置

し
対

応

し
ま
す

が

、
都
道

府
県

に
設
け

ら

れ
る

「
介

護
保
険

審
査

会
」

に
不

服

の
申
し

立
て

を
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す

。

認

定

結

果

の

有

効

期

間

六
ヵ

月
間
と

な
っ
て

い
ま
す

の
で
、

期

間
満
了

前

に
要
介

護
認
定

の
更

新

が
必
要

で
す

。
ま

た
、
身

体
状
況

に

変
化
が
あ
っ
た
と
き
は
、
有
効
期
間

内
で
も
変
更
申

請
が
で
き

ま
す

。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
介
護
保
険
」
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
ア
ド
レ
ス
は
一
面

右
上
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
。

こ
れ
か
ら
プ
ロ
と

の
対
局

が
予
定

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
大
い

に
期
待
し
て

い
ま
す
。

私
も
、
将
棋
は
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
見
よ
う
見
ま
ね
で
並
べ
る

こ
と
を
覚
え
、
市
議
会
議
員
時
代

ま
で
は
、
結
構
、
夢
中
に
な
っ
て

や
っ
て
い
ま
し
た
。
将
棋
盤
に
向

か
う
こ
と
も
な
く
な
っ
た
今
で
は
、

県
内
の
市
議
会
議
員
の
親
善
大
会

で
優
勝
し
た
こ
と
が
懐
か
し

い
思

い
出
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
山
田
さ
ん

の
将
棋

は
、

攻
勢
に
転
じ
て
も
、
守
る
と
こ
ろ

は
き

っ
ち
り
と
守
り
、
難
七

い
局

面
で
も
あ
せ
ら
ず
、
粘
る
。
そ
う

し
た
冷
静
さ
が
、
優
勝
へ
の
原
動

力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
将
棋

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
よ
く
人

生
の
た
と
え
に
使

わ
れ
ま
す

が
、

お気軽に相談を

栄養改善推進員

健
康
を
考
え
た
料
理
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

栄養改善推

進員30人は、

食生活改善に

よる生活習慣

病の予防を目

的に活動して

います。

主な内容は、学習したことを基に、健康を

考えた簡単にできる料理講習会を地域で開催

したり、献立やリーフレットの配布、市事業

へのお誘いをしています。食生活に関心のあ

る人は気軽に声をかけてください。

新たに栄養改善推進員になった人

桶田幸恵・石井恵子・佐久間初江・宇佐美加

代子・北澤美由紀・横尾喜美子・鈴木君子・

八木威矩子・斉藤美知代・藤田裕子・鎌田美

智子・小原春美・松本光代・池本浩子・本間

清子・泰明子・竹内淑美・松尾久香・小泉陽

子・松原邦江・坂巻きよ・小池知子・大西恵

子・伊藤和香代・石川節子・湯本佳子・三浦

枝久・川井美智子・中嶌絹子・萩原光子（敬

称略）

［固中央保健福祉センター0366-7490

このまちに人権文化を

築くために

「
ア
イ

ヌ
」
と

は
、

ア
イ

ヌ
語

で

「
人

間

」

と

い
う

意

味

で

す

。

そ

の
民
族

の
起
源

に
関
し

て

は
多

数

の

説

が
存
在

し

て

い
ま

す

が

、

幕
末

か
ら
明

治

に
か
け

て
来
日

し

た
外
国

人

に
よ

っ
て

「
日
本

人
と

は
何
な
の
か
」
と
い
う
議
論
が
行

わ

れ
た
際

に
、

ア
イ

ヌ
の
起

源
に

つ

い

て
も

課

題

に

な
り

ま

し

た

。

そ

れ
以

来

、
縄
文
人

で
あ

る
と

か
、

北
方

民
族

で
あ

る
な

ど
、

さ
ま
ざ

ま

な

説

が
提

起

さ

れ
ま

し

た

が
、

現
状

で
は

こ
れ

ら
に
結

論

を
下

す

の
は
難
し

い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す

。

し

か
し

、
北

海
道
に

お

け
る

ア

イ

ヌ
民
族

の
先

住
性

は
、
歴

史
的

事
実

と
考
え

ら

れ
て

い
ま

す
。
平

成
８

年

（
一
九

九
六
年

）
４

月

の

「

ウ
タ
リ
対

策
有

識
者
懇

談
会
」
報

告

で
は
、「
少

な
く
と

も
中
世

末
期

以

降
の
歴

史

の
中
で

み
る

と
、
学

問

的
に
み

て
も

ア
イ

ヌ
の

人
々

は

当
時

の
和

人
と
の
関
係

に
お

い
て
、

日

本
列
島

北
部

周
辺

、
と

り
わ
け

わ

が
国

固
有

の
領
土

で
あ

る
北
海

道

に
先
住

し

て

い
た

こ
と

は
否
定

で

き
な

い
と

考
え
ら

れ

る
」
と
し

て

い
ま
す

。

ま
た

、
政
府

は
平

成
９

年

（
一

九

九
七
年

）

に
ア
イ

ヌ
文

化
振

興

法

に
基

づ
く
基

本
方

針
を
公

表
し

ま

し
た

が
、

そ
こ

で
は
、

同
報

告

と
同

趣
旨
の
認
識
を

述
べ
た
後
に
、

「
日

本

語

と

は

異

な

る
言

語

系

統

の
ア
イ

ヌ
語

や
独
白

の
風

俗
習

慣

を

は

じ
め
と

す
る

固
有

の
文
化

を

発

展

さ

せ

て

き
た

民

族

で

あ

る
」

と

し
て

い
ま
す

。

そ

の
た
め

ア
イ

ヌ
語

は
、
私

た

ち

が
普

段
何

気
な

く
使

っ
て

い
る

言

葉

に
も
含

ま

れ
て

い
ま

す

。
例

え

ば
地

名
で

す

が
、
札
幌

＝
軽

く

（国連の人権のロゴマーク）
ＮＯ.18

ア イ ヌ の 人 々 ②

問い合わせ

市 民 相 談 室 人 権 担 当Q  366―7319

教 育 委 員 会 企 画 調 整 室 人 権 担 当

a  366-7455

大

き

い
川
、

積
丹

―
夏

の
村

、
知

床

Ｈ
大

地
が
突
き
出

た
先
、
函

館
Ｈ

入

江

の
末
端

な

ど
、
た

く

さ
ん
あ

り

ま

す
。
ま

た

、
北
海

道

だ
け
で

な
く

本
州
で

も

、
ア
イ

ヌ
語

で
解

釈

で

き
る
地
名

が
見

ら

れ
ま
す

。

し

か
し

、
明
治

以
降

の
日

本
政

府
は

ア
イ

ヌ
に
対

し

て
徹
底

的
な

同

化

政

策

を

と

っ

て

き
ま

し

た

。

狩
猟

漁
労

が
制
限
・
禁
止

さ

れ
、
ア

イ

ヌ
語

の
使

用

や
独
自

の
風

習
も

禁
止

さ
れ
ま

し
た

。
こ

の
た
め

に
、

独

自

の
文
化

の

担

い
手

で

あ
り

な

が
ら

、
そ

の
文
化

の
復

興

は
困
難

を
極

め
て

い
ま

す

（
誤

解

さ
れ

が

ち
で

す

が
、
独
自

の
文

化

の
担

い

手

と

は

い
っ
て

も
、
毎

日

民
族
衣

装
を

着
て

暮
ら
し

て

い
る

わ
け

で

な

い
こ
と

は
言

う
ま

で
も

あ
り

ま

せ

ん
）
。

ア
イ

ヌ
文
化

振
興
法

に
よ

っ
て

、

少
数

民
族

と
し

て

の
ア
イ

ヌ

の
存

在
は
法
的

に
認
め
ら

れ
ま
し
た

が
、

権
利

に
関

し
て

は
必

ず
し

も
明

確

で

は

あ
り

ま

せ

ん

。

国

連

で

は

、

少
数

者
に

認

め
ら

れ
る
国

際
法

上

の
権

利

を
定

め
て

い
ま
す

が
、

そ

の
中

心

的
な
規

定
と

し
て

、
国

際

人
権
規
約
・
自
由
権
規
約
第
二
十

七

条

が
あ
り
ま

す

。「
種
族

的
、
宗

教

的
又

は
言
語

的
少

数
者

が
存

在

す

る
国

に
お

い
て

、
当
該

少
数

民

族

に
属

す
る
者

は
い

そ

の
集
団

の

他

の
構

成
員
と

と

も
に
自

己

の
文

化

を
享

有
し

、
自
己

の
宗

教

を
信

仰
し

か

つ
実

践
し
又

は
自

己

の
言

語

を
使

用
す

る
権
利

を
否

定

さ
れ

な

い
」

と

い
う

規
定

が
当

然

の
よ

う

に
実

現
す

る
た

め
に

は
、

ま
だ

ま

だ
私

た
ち

に
課

せ
ら

れ
た

課
題

は
甚
だ

大
き

い
も

の

が
あ
る

と
思

わ
れ
ま

す
。

健康推進員

新たに14 人が委嘱され、237 人が各地域で

活動しています。

健康推進員は地域と行政のパイプ役として

妊婦や赤ちゃんのいる家庭を訪ね、心配事を

聞いたり、各種事業や制度を紹介しています。

また、基本健康診査やがん検診の登録を勧

め、病気の予防や早期発見の大切さを伝えて

います。健康に

ま

さ
に

、
行

政

運
営

も

こ
う

あ

る

べ

き
だ

と

、
あ

ら
た

め

て
考
え

さ

せ
ら

れ

ま
し

た

。

市

政

も

、
遮

二
無

二

、
進

め

る

の

で

は
な

く
、

的

確
に

局
面

を

把

握
し

、

我

慢
す

る
と

こ

ろ

は
し

っ

か

り
と

我

慢
し

な

け
れ

ば

い
け

な

い
。

し

か

し

、

憶

病

に

な

ら

ず

、

機

を
逸

す

る
こ

と

な
く

攻

め
に

転

じ

る

。

今
、

本
市

で

は

、
財

政

の
健

全

性

を
確

保

す

る
こ

と

が
、

急
を
要

す

る
大

事

な
課

題

と
な

っ
て

い
ま

す

。
そ

の
取

り

組

み
と

し

て
、
昨

年

十
月

、

庁
内

に

「
財

政

改
革

推

進

本
部

」
を
設

置
し

、
さ

ら
に

は
、

今

月

初
め

、
行

財

政
に

つ

い
て

専

門

家

の
皆

さ

ん

の
ご
意

見

を
伺

う

た

め

に
、

新

た
に

「
松

戸
市

財

政

改

革
専

門

家
会

議
」

を

発
足

い
た

つ い て困 っ たと

きや市 の健 康 に

つ い ての事 業 ・

制 度 を知り たい

とき は、お 近 く

の 健康 推 進員 に

ご 相 談く だ さい。

し
ま
し
た
。
今
後
、
計
画
案
や
そ

の
他
の
財
政
運
営
の
課
題
に
つ
い

て
の
答
申
を
い
た
だ
く
予
定
に
な

っ
て

い
ま
す
。

私
は
、
行
政
リ
ス
ト
ラ
の
精
神

を
継
承
し
な
が
ら
、
総
合
計
画
の

着
実
な
進
ち
ょ
く
の
た
め
に
も
、

財
政
改
革
を
断
行
し
、
市
民
の
た

め
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

今
の
局
面
は
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
松
戸
市
の
財
政
に
検
討
を
加

え

、
か
つ
て
私
か
得
意
と
し
た
将

棋
の
戦
法
、
「
熟
慮
型

」
で
将
来

の
基
盤
づ
く
り
を
じ
っ
く
り
と
考

え

る
と
き
で
す
。

し
か
し

、
決
し
て
機
を
逃
す
こ

と
な
く
積
極
的
に
市
政
運
営
を
進

め
て

い
き
た

い
と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

新たに健康推進員になった人

〔明第一地区〕中島時子〔矢切地区〕伊藤扶佐

子・鎌田千春〔馬橋地区〕高橋栄子〔小金地

区〕成岡千恵子・桜井操〔常盤平地区〕嶋田

史江・後藤朝子〔五香六実地区〕小滝アキェ

・山口美栄子・中島ゆみ子〔常盤平団地地区〕

宮澤武子・野村真利子・熊田淑子（敬称略）

圜］健康課保健係0366-7486

財
政
改
革

詰
め
の
一
手
や

梅
雨
長
し

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み

皆さんの健康のお手伝い．

市 民 の皆 さ んの 声 を直 接お 聞き する た

め 、市 長室 直 通 のフ ァッ ク スと 、市長 専

用のメ ールボッ クスを設 置し てい ます。

市政 に関し て感じ てい るこ と や 建設 的

なご 意見をお 寄 せく ださ い( でき れば 、連

絡先をお 書き添えく ださ い)。

FAX  366-2301

メール アドレ ス

mayor.mats 凵do@intership.ne.  jp

(5月末現在の受信件数) FAX553 件､メール107件
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や
め
よ
う
Ｉ

ポ
イ
捨
て
た
ば
こ

松
戸
駅
周
辺
で
「
モ
デ
ル
事
業
」
を
実
施
中

市
で
は
ポ
イ
捨
て
の
な
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
、
松
戸
駅
周

辺
お
お
む
ね
五
百
メ
ー
ト
ル
の
圏
内
を
対
象
に
「
ポ
イ
捨
て
対

策
モ
デ
ル
事
業

」
を
昨
年
1
0月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

３
月
に
、
駅
の
デ
ッ
キ
と
連
絡
通
路
の
ご
み
の
総
数
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
前
回
の
調
査
よ
り
も
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
だ
い
ぶ

減
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
た
ば
こ
の
吸
い
殼
は
、
ま
だ
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
っ
て
の
喫
煙
は
、
ポ
イ
捨
て
を
引
き

起
こ
す
原
因
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
人
通
り
の
多
い
道
で
は
危

険
で
、
他
の
人
に
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
歩
き
な
が
ら

の
喫
煙
を
自
粛
し
て
も
ら
う
た
め
に
Ｐ
Ｒ
看
板
を
五
百
枚
作
成

し

、
駅
周
辺
の
商
店
会
、
町
会
・
自
治
会
、
事
業
所
等
に
掲
示

を
お
願
い
し
、
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

歩
き
な
が
ら
の
喫
煙
は
や
め
、
喫
煙
は
、
灰
皿
の
あ
る
所
定

の
場
所
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

頽
環
境
部
計
画
課

登
Ｗ
一
・
7
3
3
1

市

で

は

、
「
松

戸

市

あ

き

缶

な
ど

の
散
乱

防

止
対

策
市

民
会

議
（
通
称

メ
イ

ク
松
戸

ビ
ュ

ー

テ
ィ

フ
ル
）』
の

提

言

や
、
平

成
９
年

度

に
実
施

し
た

「

ポ
イ

捨

て

に

関
す

る
市

民

ア

ン

ケ

ー
ト
調

査
」

の
結

果
な

ど
を
踏

ま
え

て
、
松

戸
市

の
顔

と
も

い
え

る
「
松

戸

駅
」

の
周

辺
、

お
お

む
ね
五

百

メ

ー
ト
ル

の
圏
内

で

「

ポ
イ
捨

て
ご
み

を
減
ら

す
」

こ
と

を
目

的
に
し

た

モ

デ
ル
事

業
を

実
施
し

て

い
ま
す

。

こ

の
事
業

で
は

、
地

域
、
事
業

者
、

市

が
一
体
と

な
り

、
地

域
美
化

の

た

め

の
分

煙
化

や
灰

皿

・
四
分

別
型

の

ご
み

箱
の
設

置

な
ど
、

ポ
イ

捨
て

防

止
に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

事

業

の

効

果

を

把

握

こ

れ
ら

の
取
り

組
み

の
効

果
を

知

る
た

め
、

昨
年
1
1
月
に

続
き

、
３
月

1
1日

・
1
2日

の
二

日
間

に
駅

の

デ
ッ

キ
と
連
絡
通
路
で
ご
み
の
総
数
を
調
　

捨
て
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

べ
ま
し

た

。
空
き

缶

・
空

き
瓶

に
つ

い
て

は
、
事
業

開
始
前

に
比

べ
る
と

、

七
六
％

程
度

減
少

し
て

お
り

、
分
別

型

ご
み
箱

の
配
置

の
効
果

が
う

か
が

え

ま

す
。

ま
た
、

た

ば
こ

に

つ

い
て

は
、
昨
年
1
1
月
の
調
査
で
は
一
％
増

加
を
し

ま
し

た

が
、
３
月

で

は
約
四

〇
％

減
少

し

て

い
ま

す

。
し

か
し

、

依
然

と
し

て
約
二

千
三
百

本

の

ポ
イ

た

ば

こ

に

絞

り

事

業

を

展

開

今

後
は
重

点
目

標
を
た

ば
こ

に
絞

り

込
み

、
事
業
を

進

め
て

い
き
ま
す

。

特

に
歩

行
中

の
喫

煙
自
粛

の
呼

び
掛

け
や

、
Ｐ
Ｒ

看
板

の
適
正

な
設

置
等

に
よ
り

、、
な

お
一

層
削

減
に
効

果

が

出

る

よ
う

に
し

て

い
き
ま

す

。

皆
さ
ん
も

ぜ
ひ

ご
協
力

ぐ
だ

さ
い
。

ポイ捨てご みについて

街で聴きました

駅 前 で 商 売 を

し て い ま す。

毎 日 、朝 と 晩

に は ポ イ 捨 て ご

みを 清 掃 し 、ま

た店 先 に は 灰 皿

を 置い てい ます。

最 近 、ポ イ 捨

てご み がだ い ぶ

減り まし た が 、

福 間忠 昭さん

(松戸駅東口で)

｢歩きながらの喫煙はやめましょう」ＰＲ看板で呼び掛けています

ポ

イ

捨

て

ご

み

は

減

っ

て

い

ま

す

松
戸
駅
デ
ッ
キ
と
連
絡
通
路
で
の
調
査
結
果
（
第
三
回
）

松
戸
駅
の
デ
ッ
キ
と
連
絡
通
路
で
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
数
を
、
曜
日
や
天
候
な
ど

同
じ
条
件
で
調
べ
ま
し
た
。

たばこの

吸い殼

調

査
日

＝・
平

成
1
0
年
９

月
2
4日

・
2
5日

（
第

一
回
）

平

成
1
0代

目
月
2
6日

・
2
7日

（
第

二

回
）

平
成
1
1
年
３
月
囗
日
・
1
2
日
（
第
三
回

空き缶・空き瓶

まだ、たばこの吸い殼は多＜見ら

れます。小さなものなので、何の

ためらいもなく捨ててしまうので

しょうか？

一人ひとりが気を付けて、皆が

気持ち良＜過ごせるきれいな街に

したいものですね。

きれいな街づくり運動に

参加しませんか

モ

デ

ル

事

業

が

目

指

す

も

の

ポ
イ
捨
て
対

策
モ

デ
ル
事
業

で
は
、

最

終

的
な
対

象
地
域

を
松

戸
市

ヤ
体

に
し

て

い
く

予

定
で
す

。
モ

デ
ル
事

業

が
推
進

さ
れ
、

ポ
イ
捨

て

ご
み

の

な

い
街

の
実

現
を

図
り

ま
す

。

▼
喫

煙
場
所

が
設
置

さ

れ
た
事

に
よ

り
、
分
煙
化

が
進

ん
で

い
き
ま

す
。

▼
分

煙
化

が
進
む

に
つ

れ
、
歩
行

中

に
喫

煙
す
る
人
が
減
っ
て

い
き
ま
す
。

▼
地

域
の
商

店
街

や
市

が
管
理

す
る

吸

い
殼
入

れ
が

、
適
正

な
場
所

に
配

置

さ
れ

、
ポ
イ
捨

て
さ

れ
る
た

ば
こ

が

減
っ
て

い
き

ま
す
。

▼
駅

周
辺

の
町
会

・
商
店

会
等

で
ポ

イ
捨

て
防
止

の
啓

発
運
動

が
実

施
さ

れ
て

い
き
ま
す

。

▼

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
等
に

よ
る
清

掃
活

動

が
充
実

し
て

い
き
ま

す
。

皆さんの参加をお待ちしています

昨年５月に設立さ れたメイク松

戸ビューティフルは 、ご みの散乱

をどうしたら効果的に防げるかに

ついて、いろいろな実践活動等を

行っている市民団体です。

主な活動として､ 松戸駅前清掃、

広報紙の発行、江戸川クリーン作

戦のほか、松戸花火大会等各種イ

ベンドに参加して、ポイ捨てをしないようお願いしています。

皆さんも私たちと一緒にポイ捨て防止活動をしませんか。

[固]メイク松戸ビューティフルS361  -5304  (見ろ１番、ゴミゼ囗よ)

障

害
基

礎

年

金

の

現
況

届

は
７

月
3
0日

蚩

ま
で

に
提

出

を

現
況
届
は
、
あ
な
た
や
ご
家
族
の

状
態
に
変
化
が
な
い
か
確
か
め
て
、

引
き
続
き
年
金
を
支
給
す
べ
き
か
を

決
定
す
る
、
年
に
一
度
の
大
切
な
も

の
で
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
６
月
下

旬
に
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
７
月
3
0

日
糜
ま
で
に
、
国
民
年

金
課
ま
た
は

各
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
①
二
十
歳
前
の
障
害
に
よ
る

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
②

障
害
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
た
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人

氷
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
一
年
未
満
の
人
は
提
出
す
る
必

要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

※
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
年
金
は
、

誕
生
月
の
末
日

が
現
況
届
を
提
出

す
る
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

鬪

国
民
年

金
課
給
付
係

登
3
6
6
・
７
３

旧

日

本

赤

十

字

社

救

護

看

護

婦

、

旧

陸

海

軍

従

軍

看

護

婦

に

書

状

を

贈

呈

先

の
大

戦
に

お

い
て
戦
地
等

に
派

遣
さ

れ
、
戦
時

衛
生
勤

務
に
服

さ

れ

た
旧

日
本

赤
十

字
社
救

護
看

護
婦

、

な
ら

び
に
旧
陸

海
軍
従

軍
看

護
婦

の

う
ち
慰
労
給
付
金
未
受
給
の
人
に
対

し

て
、
内

閣
総

理
大
臣

名

の
書
状

を

贈
呈

し

ま
す

。

対
象
外
地
に
お
け
る
勤
務
経
験
が

あ
り

、
旧

日
本

赤
十

字
社
救

護
看

護

婦

お
よ

び
旧

陸
海
軍
従

軍
看

護
婦

で

あ
っ
た
本
人
請
求
期
限
平
成
1
5
年

３
月
3
1
日

※
請
求

書
は

、
各

都
道
府
県

・
日

本

赤
十

字
社
千

葉
県

支
部

に
あ
り

ま

す

。

問
丙

閣

総
理
大

臣
官

房
管
理

室
業

務

担
当

昔
0
3・
３
５
８
１

・
２

４
７
５
、

0
3・
３
５

８
１

・
3
8
2
8

納

期
内

の

納

付

に
ご

協

力

を

６
月
3
0日
團
は
市
県
民
税
（
第
一

期
）
の
納
期
限
で
す
。
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

臂
収
納
課
管
理
係
昔
3
6
6
・
7
3
2
5

７

月

は

「

社

会

を

明

る

く

す

る

運

動

」

強

調

月

間

で

す

～
ふ

れ
あ

い
と
対

話

が
築
ぐ

明

る

い
社
会

～

「
社

会
を
明

る
く
す

る
運
動

」
は
、

す

べ
て
の
国

民

が
、
犯
罪

や
非

行

の

防
止
と

罪
を

犯
し

た
人

た
ち

の
更
生

に

つ
い
て
理

解
を

深
め

、
そ

れ

ぞ
れ

の
立
場

に

お

い
て
力

を

合
わ
せ

、
犯

罪

や
非

行

の
な

い
明

る
い
社
会

を

築

こ
う

と
す

る
全
国

的
な
運

動

で
す

。

少
年

非
行

は

、
量
的

に
増
加

傾

向

に
あ

り
、

ま
た
低

年
齢
化

の
度
合

い

を
強

め
て

い
る
状

況

で
す
。
少

年

非

行
を

防
ぐ

に
は

、
家

庭
や
職
場

、

学

校

、
地
域
社

会

が
一
体

と
な

っ
て

、

地
域

に
根

ざ
し
た

幅

広

い
活

動
を

展

開
し

て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

来

月

の
強
調
月

間

に
左
記

の
催

し

物

を
行

い
ま
す

。

皆

さ

ん
の
、

ご
理
解

と

ご
協
力

を

お
願

い
し

ま
す

。

日 時　　 会 場　 内 容 ｜

7/1 困

午 後1 時30 分

～2 時30 分

7/ 叺月）

午 前10 時 ～

午 後3 時

松 戸 駅 西 口

デ ッ キ （ 雨

天 の 場 合 は

松 戸 駅 東 西

連 絡 通 路 ）

市 役 所 本 館

2 階 会 議 室

市立松戸高:

等学校吹奏l

楽部の演奏

による 広報

活動

保護司によ

る青少年更

生保護相談 ，

燹
援
護
課
庶
務
係
昔
3
6
6
・
7
3
4
7

原

爆

被

爆

者

に
見

舞

金

を

支

給

市
で
は
、
原
爆
で
被
爆
さ
れ
た
人

に
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
平
成
Ｈ
年
７
月
１
日
現
在
松

戸
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
・

外
国
人
登
録
原
票
に
記
載
ま
た
は
登

録
さ
れ
て
お
り
、
被
爆
者
健
康
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
　
見
舞
金

額
年
額
一
人
八
千
円
（
８
月
に
申
請

者
名
義
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
）

圃
７
月
１
日
米
～
2
2日
米
の
午
前
８

時
3
0分
～
午
後
５
時
の
間
に
、
印
鑑

・
被
爆
者
健
康
手
帳
・
申
請
者
名
義

の
預
金
通
帳
を
持
っ
て
援
護
課
・
各

支
所
へ

問
援
護
課
社
会
係

登
3
6
6
・
7
3
4
7
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市有地を定価で売り払います
市では 、市有地( 下表物件一覧) の定価売り払いを行います。

受付期間…6 月28 日㈲～ﾜ 月９日銜､ 午前9時～午後ら時(土・日曜日を除＜)

応募要領…管財課・各支所で配布

申し込み先…管財課( 市役所新館6 階)

團管財課管財係登366-ﾜ316

物件番号 所在地 現況地目 実測面積 売り払い価格

物件 １ 松戸字神田1061 番ﾜ 宅地 191.40m2 ∠囗,534,000 円

物件 ２ 新松戸東11 番1 宅地 130.00m2 22,994,000 円

物件 ３ 新松戸東11 番 巧 宅地 18ﾜ.ﾜ2m2 31,38ﾜ,000 円

物件 ４ 新松戸東11 番16 宅地 130.54m2 23,090,000 円

物件 ５ 新松戸東11 番1ﾜ 宅地 130.00m2 22,994,000 円

物件 ６ 新作3 丁目1164 番2 宅地 161.90m2 26,665,000 円

物件 ワ 新作3 丁目１拓4 番4 宅地 128.92m2 25,178,000 円

物件 ８ 幸田5 丁目21 番 宅地 仰0.ﾜ1m2 16,604,000 円

物件 ９ 常盤平双葉町6 番2 、同番3 宅地 190.80m2 33,ﾜﾜ2,000 円

物件10 六高台ﾜ丁目 巧9 番 宅地 216.59m2 3ﾜ,4ﾜ0,000 円

物件11 六高台ﾜ丁目160 番 宅地 216.2ﾜm2 3ﾜ,∠囗5,000 円

物件12 六高台ﾜ丁目1 引 番 宅地 215.91m2 3ﾜ,352,000 円

監
査
結
果
の
公
表

平
灰
1
0
年
度
の
定
期
監
査
、
行
政
監

査
及
び
随
時
監
査
（
工
事
藍
重
）
結
果

の
概
要

を
、
次

の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
1
1
年
６
月
1
6
日

松

戸

市
監

査

委

員

中
西
　

務

川

村
幸

信

石

井
　

弘

藤

井
弘

之
記

〔
定

期

監
査

〕

○
監
査
の
対
象
環
境
保
全
部
、
清
掃
部
、

建
設
局
企
画
調
整
室
、
川
を
き
れ
い
に

す
る
課
、
土
木
部
、
公
園
緑
花
部
、
建

築
住
宅
部
、
下

水
道
部
、
都
市
部

館
さ
対
象
事
項
予
算
の
執
行
状
況
、

現
金
の
取
扱
状
況
、
補
助
金

・
交
付

金

の
事
務
処
理
状
況
、
契
約
組
務
の
処
理

状
況

、
財
産
の
維
持
管

理
状
況

（
共
通

事
項
）
、
塵
芥
処

分
及

び
し
尿
処

理
手

数
料
の
賦
課
調
停
及
び
収
納
状
況
（
清

掃
業
務
課
・
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
ー
)
、

住
宅
使
用
料
の
賦
課
・
調
定
及
び
収
納

状
況

（
住
宅

課
）
、
下

水
道
使
用

料
及

び
受
益
者
負
担
金
の
収
納
状
況
(
下
水

道
普
及

課
）

２
監
査
の
期
間
成
1
1
年
１
月
６
囗
～

３
月
2
5
日

○
監
査
の
結
果
監
査
の
結
果
は
お
お
む

ね
適
切
と
認
め
ら
れ
た

。

〔
行

政
監

査

〕

⑤
監

査
の
テ
ー
マ
委
託
契

約
に
つ
い
て

の
賍
査
の
方
詆
愚
剛
に
提

出
さ
れ
た
『
平

成
９
年
度
委
託
契
約
調
書
』
に
基
づ
い

て
、
総
委
託
件
数
二
千
四
百
九
十
三
件

の
中
か
ら
、
契

約
方
法
、
予

算
執
行
部

署
、
委
託
事
務
区
分
が
偏
ら
な
い
よ
う

に
二
百
五
十
七
件

（
一
〇
％
）
を
抽
出

し
、
監
査
を
実
施
し
た
。

○
監
査
結
果
の
概
要

１
委
託
料
の
算
定
方
法
で
検
討
を
要
す

る
も
の
。

一
部
に
は
一
定
の
公

的
基
準

〔
千
葉

県
積
算
基
準

（
計
画
調
査
編
）
等

】
に

基
づ
ぎ
算
定
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ

っ

た
が
、
業
者
か
ら
徴
取
し
た
参
考
見
積

書
の
金
額
を
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
い
る

も
の
、
あ
る
い
は
、
予
算
編

成
方
針
に

基
づ
く
ア
ッ
プ
率
に
よ
り
金
額
を
算
定

し
て
い
る
も
の
が
大
部

分
で
あ

っ
た
。

ま
た
、
随
意
契

約
に
お
い
て
、
一
社
か

※上 記以ﾀﾄ に栃木 県那 須郡 那須 町大字 高久乙 遅 山33「ｱO番1 引 Ｏ、［司番1 引 １、

総面 積ﾜ､845.50m2 の土 地 （那須 ハイラ ン ド地内 ）も売 り払 いを 行い ます。

松
戸
市
紙
敷
土
地
区
画
整
理
組
合
で
は
、
武
蔵

野
線
・
北
総
線
「
東
松
戸
駅
」
か
ら
徒
歩
十
分
圏

内
の
保
留
地
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
地

の
購
入

を
予

定

さ
れ

て

い
る
人
は
、

ぜ

ひ
こ

の
機
会

に
ご
検

討
　

▲
新八
柱

く
だ
さ
い
。

※
区
画
数
・
面
積
・
価

格
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
同
組
合
事
務
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

焚
紙

敷
土
地
区
画
整
理

組
合
公
3
9
2
・
3
0
0
7

（
ま

圍
９

時
3
0分

～
午

後
４

時
3
0分

）
、
都
市

整
備

課

昔
3
6
6・
7
3
7
5

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

ら
の
見

猥
書
に
よ
り
、
契

約
し
て

い
る

例
が
多
ぐ
見
ら

れ
た
。
こ
れ
で
は
、
見

積
金
額
の
妥
当
性
に
つ

い
て
客

観
的
に

比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

業
者
王
導

と
な
り

が
ち
で
不
利

な
契

約

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
委
託
料

の
算

定
に
当
た
っ
て
は
、
類
似
事
例
の
把
握
、

複
数
の
業
者
に
よ
る
見
積
り
及
び
単
価

そ
の
も
の
が
十
分
な
算
定
基
礎
を
持

つ

も
の
で
あ
る
こ
と
等
、
合
理
的
な
も
の

と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

２
委
託
料
の
算
定
基
準
で
検
討
を
要
す

る
も
の
。

書
類
審
査
を
実
施
し
た
結
果
、
委
託

料
の
算
定
基
準
に
お
い
て
検

討
を
要
す

る
も
の
が
見

受
け
ら
れ
た
。
今
後
の
契

約
更
新
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ

そ
の
都
度
、
実
勢
価
格
、
数
量

の
多
少
、

類
似
委
託
事
例
に
お
け

る
実
例
価
格
等

を
考
直
し
、
適
正
な
価
格
の
設
定
に
努

め
ら
れ
た
い
。

３
起
案
文
書
に
随

意
契
約
の
理

由
及

び

根
拠
条
項
の
記

載
の
な
い
も
の
が
一
部

に
見
受
け
ら

れ
た

。

随
意
契
約
で
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、

地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
六
十
七
条
の

二
第
一
項
に
定

め
る
要

件
の
う

ち
、
い

ず
れ
に
該
当
す
る
の
か
を
、
客
観
的
な

事
実
に
基
づ
い
て
個
々
具
体
的
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
契
約
担
当
者
の

恣

意
で
運
用

さ
れ
て
は
な
ら
な

い
。

そ
の
判
断
基
準
と
な
る
も
の
が
随
意

契
約
理
由
で
あ
る
。
今
回
抽
出
し
た
事

例
で
は
、
ほ
と

ん
ど
の
随
意
契

約
に
お

い
て
随
意
契
約
理
由
及
び
根
拠
条
項
が

記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
一
部
に
記
載
の

な

い
も
の
が
見

受
け
ら
れ
た
。
事

務
の

統
一
性
の
観
点
か
ら
か

客
観
的
に
判
断

で
き

る
よ
う
随
意
契
約
理
由
及

び
根
拠

条
項
は
明
確
に
記
載
さ
れ
た
い
。

４
随
意
契
約
で
執
行
さ
れ
て
い
た
が
、

競
争
入
札
に
よ
る
契
約
が
可
能
と
思
わ

れ
る
も
の
が
見

受
け
ら
れ
た
。

随
意
契
約
理
由
は
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
そ
の
内
容
を
検

討
す

る
と
、

一
部
に
随
意
契
約
理
由
の
明
確
で
な
い

も
の
が
あ
り
、
競
争
入
札
に
よ
る
契

約

が
可
能
と
思
わ
れ
る
も

の
が
見

受
け
ら

れ
た
。

今
後
の
契
約
に
当
た
っ
て
は
、
複
数

業
者
に
よ
る
競
争
原
理

の
導
入
を
図

る

べ
ぐ
検

討
さ
れ
た
い
。

５
契
約
書
に
自
動
更
新
条
項
が
設
定
さ

れ
て

い
た
。

当
該

年
度
中
に
次
年
度

の
債
務
の
負

担
を
確

定
さ
せ
る
自
動
面
薪

条
項

を
定

め
た
契

約
が
見
受
け
ら

れ
た
。
単
年
度

の
み
の
歳
出
予
算
に
基

づ
く
契

約
は
、

八柱霊園の

使用者を

募集します

靉東京都建設局霊園課

S03-5320-5391 ～3

埋
蔵
施
設
の
使
用
料
お
よ
び
募
集
数

施設の型式 使用料 募集数

一般埋蔵施設
636,000円～

954,000円

基
68

芝生埋蔵施設
ﾜ08,000円～

1,062,000円
25

壁型埋蔵施設 ﾜﾜ3,000円 ﾜ21

※別に年間管理料1,ﾜ50円～5,640円
が毎年必要になります。

事
務

所
等

で

「
申

込
書

」
と

「
申

し

込
み

の
し

お
り
」

を
配

布

公

開
抽

選
・：
８
月

財一
日

㈹

都
庁

第

二
本

庁
舎

一
階

ホ

ー
ル
で
実
施

惠

７
月
1
3
日

㈹

〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に

、
所
定

の
申

込
用
紙

に

必
要

事

項

を
記

入
し

て
郵

送
し

て
く
だ

さ

い
。

※
テ
レ

ホ
ン

ガ
イ
ド

容
0
3・
５
３
２

０

・
７
７

にＪ
１

新
に
当
た
っ
て
は
、
委
託
先
の
再

検
討

を
含
め
た
現

行
の
業
務
丙

容
や
事
務

処

理
方
法
等
に
つ
い
て
も
定

期
的
に
検

討

し
、
ま
た
、
こ

れ
ら

の
委
託
業
務
を

行

忝
課
は
、
業
者
王
導

の
契
約
ど
な
ら
な

い
た
め
に
積
極
的
に
外
部
知
識
等

の
吸

収
に
努
め
、
行
政
事
務
の
よ
り
一
層
の

成
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
随
時

監

査
（
工

事
監

査

）
〕

○
監
査
対
象
工
事
松
戸
駅
東
口
歩
行
者

専
用
路
橋
整
備
工
事
、
2
1世

紀
の
森
と

広
場
中
央
口
周
辺
整
備
工

事

○
監
査
対
象
事
項
設
計
基
準
の
状
況
、

設
計
図
書
等
の
適
否
、
設
計
見
積
の
適

否

、
施
工
計
画

の
状
況
、
工
事
の
施
工

状
況
、
各
種
監
査
の
状
況

○
監
査
の
期
日
十
成
1
1
年
２
月
2
6
日

○
監
査
の
結
果
設
計
・
施
工
等
監
査
対

象

事
項
に
係
わ
る
監
査
結
果
は
、
お
お

む
ね
適
切
で
あ
り
、
特
に
指
摘
す
べ
き

事
項
は
見
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。

※
本
工
事
監

査
は
、
工
事
の
技
術
的
観

点
に
主
眼
を
置

い
て

い
る
た
め
、
社

団
法
人
日

本
技
術
士
会
に
専
門
技
術

士
の
派
遣
を
依
頼
し
て
、
設
計
図
書

等

の
審
査
及
び
現
場
の
実
地
調
査
を

行

っ
た
。

嚮
監
査
委
員
事
務
局
鰯
・
7
3
8

健

康

増

進

セ

ン

タ

ー

運

営

協

議

会

を

開

催

７
月
１
日

米
午

後
１

時
3
0分

か
ら

会
場
中

火
保

健
福
祉

セ
ン

タ
ー
地
下

会
議

室

※
傍

聴
で

き
ま
す

（
十
人

ま
で

）
。

議
題

は
お
問

い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

臂
健

康
課
健

康
増

進
セ

ン
タ

ー

昔
3
6
5

高

齢

者

の

薬

剤

一

部

負

担

金

の

支

払

い

が

な

く

な

り

ま

す

（
７

月

１

日

か

ら

の

臨

時

特

例

措

置

）

老
人
保

健
制

度
加
入

者

が
薬
剤

の

支

給
を
受

け
た

場
合

に
、
そ

の
種

類

な

ど
に
応

じ
て

医
療
機

関

（
院
外

処

方

せ

ん
が
発
行

さ

れ
た
と

き
は
、

保

険

薬
局
）

に
支

払
う

薬
剤

一
部
負

担

金
は
、
平
成
1
1
年
７
月
１
日
～
平
成

1
2
年
３
月
3
1
日
の
問
、
国
が
皆
さ
ん

に

代

わ
っ
て
支

払

い
ま

す

。

※
た
だ
し

、
外

来
診
療

に
関

す
る

一

部
負

担
金

（
一
回
五

三

〇
円

、
月

四
回

を
限
度

）

は
、
従
来

ど
お

り

医

療
機
関
へ
支

払
い
が
必
要

で
す
。

髓
万

が

い
き
課

老
人

保
健

係

登
3
6
6・

青
少

年

ボ
ラ

ン

テ

ィ
ア

キ

ャ

ン

プ
７
月
2
6日
丱
午
前
９
時
1
5分
～
2
8

日
水
午
前
1
1
時
3
0
分
〔
二
泊
三
日
〕

会
場
知
的
障
害
者
通
所
更
生
施
設
わ

か
ば
園
（
金
ヶ
作
）
　
内
容
施
設
の
利

用
者
ど
の
交
流
を
通
し
て
社
会
福
祉

に
つ
い
て
の
理
解
・
関
心
を
深
め
る

対
象
市
内
在
住
・
在
学
の
高
校
生

害
貝
二
十
人
（
抽
選
）
費
用
無
料

※
７
月
1
8日
㈲
に
松
戸
市
社
会
福
祉

な

く

そ

う

差

別

と

偏

見

ま

も

ろ

う

人

権

嚮
市

民
相
談
室
人

権
担
当

容
3
6
6
・

松

戸

市

女

性

セ

ン

タ

ー
運

営

協

議
会

を
開

催

７
月
１
日
米
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0分

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う

ま
つ
ど
会
議
室
。
議
題
松
戸
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
・
平
成

1
1年
度
女
性
セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
つ

い
て

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

臂
女
性
セ
ン
タ
１

登
崩
・
8
7
7
8

父

子

家

庭

の

皆

さ

ん

に

児

童

養

護

費

を

助

成

対
象

婚
姻
解

消

・
死
亡

・
生
死

不

明
等

の
た

め
、
母

に
養

育
さ

れ
て

い

な

い
十
八

歳
以
下

の
児

童
を

養
育

し

て

い
る
父

が
、
出

張

・
病
気

・
入

院

な

ど
の
事

情
で

一
時

的
に
児

童

の
養

育

・
世
話

を
家

政
婦

（
士
）

な

ど
に

委

託
し
報

酬
を

支
払

っ
た
場

合

（
義

務

教
育
終

了
前

の
児
童

が
一
人
以

上

い
る
こ
と

。
所

得
制

限
あ
り

）
　

助

成
日

数
一

ヵ
月

五
日

以
内
　

助

成
額

一
日

七
千

五
百

二
十
円

（
一
時
間

九

百

四
十
円

）

を
限
度
　

必

要
書

類

費

用

の
明

細
書

（
領
収

書
）
　・
所

得
証

明

書

・
そ
の
他

必
要

書
類

臂
援

護
課

援
護

係

登
3
6
6・
7
3
4
7

文

化

財

史

跡

め
ぐ

り

７
月
1
5日
米
・
2
1日
水
・
2
3日
原

・
2
7日
㈹
各
午
前
９
時
3
0分
市
役
所

地
下
玄
関
集
合
、
午
後
４
時
解
散
予

定
　
コ
ー
ス
市
役
所
上

戸
定
邸
～
浅

重
只
都
八
柱
霊
園
の
使
用
者
を
募

集
し
ま

す

。

申
込

資

格
大

小
現
に
埋

蔵
す

べ
き

遺
骨

が
あ
り

、
申

込
者

が
そ

の
遺
骨

の
祭
祀
の
主
宰
者
で
あ
る
こ
と
②
申

込
者

が
申
し

込
み

遺
骨

の
親

族
で

あ

る
こ
と
③
申
込
者
が
市
内
に
三
年
以

上
継

続
し

て
居
住

し
て

い
る
。
以
上

の
条

件
す

べ
て
を

満
た
し

て

い
る
人

申
込

用
紙

の
配

布
…

７
月

２
日

脂

～
1
3
日

㈹
に
市

役
所
市

民
課

・
緑
地

管
理

課

・
各

支
所

、

八
柱
霊

園
管

理

当
該
年
度
内
に
限

っ
て
行
え

る
も

の
で

あ
る
か
ら

、
今
後
の
契

約
に
当

た
っ
て

は
、
十
分
注
意
し
、
適
正
な
事
務
処
理

に
努
め
ら

れ
た

い
。

○
む
す
び
本
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会

計
を
合
わ
せ
た
委
託
料
は
、
多
様

化
、

光
度
化
ず
る
行
政
需
要
の
増
大
に
伴
い
、

年
々
増
加

の
傾

同
に
あ
る
。
契

約
件
数

は
約
二
千
五
百
件
、
金
額
に
し

て
約
百

七
十
四
億
円
に
も
上
り
、
契
約
事
務
に

携
わ
る
職
員

の
役
割
は
重
要
で
あ
る
。

長
期
化
す
る
経
済
不
況
の
中
で
、
国
や

地
方
の
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
を

迎
え
て
い
る
今
日
、
本
市
財
政
を
例
外

で
は
な
ぐ
、
既
に
危

機
的
状
況
に
あ
り
、

委
託
に
よ
る
経

費
の
削
減
、
事
務
処
理

の
効
率
化

が
よ
Ｉ

求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
職
員
は
、

常
に
業
務
コ
ス
ト
を
重
視
し
、
単
な
る

継
続
性
、
前

例
踏

襲
な
ど
を
排
除
し

た

仙
首

の
積
算
基
準

を
持
つ
な
ど
の
意

識

改
革
が
必
要

で
あ
り
、
委
託
目

的
、
内

容
に
対
す
る
十
分
な
認
識
を
持
つ
よ
う

常
に
心
が
け
、
委
託

の
成
果
が
最
小

の

経

費
で
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
い
て
は
、

今
回
の
監
査
結
果
に
十
分
留
意
し
、
委

託
契
約
事
務
に
お
い
て
は
、
公
正
性
及

び
経
済
性
の
原
則
を
維
持
し
、
契
約
更

に
、
電
話
で
松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

会
昔
3
6
8
・
0
5
0
3

へ

協
議
会
」
で
オ
リ

ェ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
ま
す
。

圃

７
月
Ｂ
囗
㈹
ま
で

寺

～
幸

田
貝
塚

～

広
徳
寺

～
大

谷
口

歴
史
公
園
～
市
役
所
　
対
象
市
内
在

住

の
人
　

定
員

各

二

十

人

（
抽

選

）

持
ち
物
昼
食
　
費
用
無
料

奈
車
で
の
来
庁
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圃

７

月
１
日

米

〔
必
着

〕
ま

で
に

、

往
復
ハ
ガ
キ
（
ハ
ガ
キ
ー
枚
で
二
人

ま
で

）
に
住

所

・
氏
名

・
年
齢

・
電

話
番
号

・
希

望
日
（
第

二
希

望
ま

で
）

を
記

入
し

て
、

〒
2
7
1
－
8
5
8
8

松

戸
市

根
本
三

五

六
松
戸
市

教
育

奮

貝

会
社

会
教
育

課
文

化
財

係

（
公
3
6
6・

７
４

″り
０乙
）
　
　
へ

間
神
社
・
極
相
林
～
万

満
寺
～
（
旧
水
戸
街
道

・
旧
小
金
宿
）
～
本
土

案内図

区
画
整
理
組
合
が

保
留
地
を
販
売
し
ま
す

売り払い物件一覧



※タイト ルが 色刷 り のもの は 、市等 の主 催で す。

市 役 所 の 代 表 電 話 は … …366 －1111

代 表FAX は … …363-3200

( 松 戸 市 の 市 外 局 番 は047 で す)

市のメールアドレスは…mcity@intership.ne.jp

市のホームページは……http://ｗｗｗ.intership.ｎｅojp/matsudo/

講
座
・
講
演

成

人

講

座

「

人

権

尊

重

都

市

・

松

戸

が

め

ざ

す

も

の

」

７
月
６
日
天
①
午
後
１
時
～
２
時

3
0分

②
午

後
３

時

卜
４

時
3
0
分

会

場

稔
台
市
民

セ
ン
タ
ー

内

容

①
「
男

女

共

同

参
画

社
会

を

め

ざ
し

て
」
②

「
千
葉
県
の
同
和
問
題
」
講
師
①
市

女

性

セ
ン

タ
ー
所
長

②
千

葉
県

人
権

啓

発

セ
ン

タ
ー

・
鎌

田
行

平
氏

定

員
先
着

五
十
人
　

費

用
無

料

圃

電
話

で
矢

切
公

民

館

登
3
6
8・
1
2

1
4

へ

女

性

プ

囗
に

よ

る

ダ
ン

ス

講

習

会
６
月
2
5日
～
７
月
3
0日
の
毎
週
金

曜
日
〔
全
六
回
〕
午
後
６
時
～
６
時

5
0分

会
場
二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
ブ
ル
ー
ス

ー
ジ
ル
バ

対
象
初
心
者

費
用
一
回
五
百
円

憇

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
い
ち
ご
・
長
峰

昔
3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜
間
の
み
）

障
害

の

あ

る

人
の

た
め

の

技

能

講

習８
月
３
日
㈹
・
４
日
水
午
前
９
時

～
午
後
４
時
　
会
場
障
害
者
高
等
技

術
専
門
校

千

葉
也
　

内
容
「
エ
ク

セ
ル
」
に
よ
る
表
計
算
入
門
　
対
象

障
害
者
で
技
能
を
必
要
と
し
、
パ
ソ

コ
ン
で
文
字
入
力
が
で
き
る
人
（
十

八
歳
未
満
の
学
生
は
除
く
）
　
定
員

十
人
（
抽
選
）
　
費
用
無
料

圉
７
月
１
日
米
～
2
3日
蚩
の
間
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
県
立
障
害
者
高
等

技
術
専
門
校

登
㈲
・
知一
・
7
7
4
4

へ手
品

初
心

者

講

習

会

７
月
４
日
・
Ｈ
日

・
1
8日
の
日
曜

日

〔
全
三
回
〕
午
後
１
時
～
４
時

会
場
女
性
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど

費
用
約
二
千
五
百
円

（
材
料
費
）

問
松
戸
奇
術
会
・
岩
田

登
3
6
2
・
２
７

松戸地域職業訓練センター(テクJ  21)講座案内

講 座 名 日 時 定員・費用

ワ

ープ口

パソコン講座

ワープロ・パソコン

入門講座

①7/ 1 困・2 窗　 午後

②7/12(3)・13固　 午前

各10人

6,000円

W  i n  d o w  s 95

入門講座

①7/ 3 圉　　　　 土曜

②7/21  ^・22困　 午前

各6人

6,000円

ワープロソフト

一太郎入門講座

7/ 5(月卜　6 ㈹　　　　・

7㈲・8( 木)　　
午後 各6人

12,000円

(10,000 円)ワープロソフト

Wo  r d 入門講座

7/13 ㈹・ 14㈲　　 午後

15困・16 銜　　
ｆ

表計算ソフト

エクセル入門講座

7/27W ・28冰）　 午前

29困

6人10,000円

(8,000円)

※午前＝午前9時30分～午後O時30 分、午後＝午後1時30 分～4

時30 分　土曜＝午前9時30 分～午後4時30分

マ言

コン
齠
町

初心者入門講座
7/ 7團・8 困　　 午前

14㈲・15休） 各5人

15,000円
初級講座

7/21≪  ■ 22 (:木）　 午後

28冰）・29困　　
ｆ

※午前＝午前9時30分～正午

午後＝午後1時30分～4 時

j白
ゆつ＜リ楽し＜パソ

コン講座（対象65歳

以上）

7/26 ㈲・27㈹

午後IE持30分～4時
5人ﾜ,000 円

ミｊ

就業目的のWo  r d

入門講座（対象W  i

ｎｄｏｗｓの基本操

作ができる人）

7/10 ㈹・17圉

午前9時30分～午後4時30分

10人

12,000円

ミ

ュ

ー

ジ

カ

ル

リ

ー

ダ

ー

養

成

講

座７
月
1
7
日

出

・
1
8日

㈲
午
前
1
0
時

～
午

後
３
時

会

場
さ

わ
や
か
ち

ば

県
民

プ
ラ

ザ

（
柏

市
）
　

内

容
ミ

ュ

ー

ジ
カ
ル
体

験
と
指

導
方

法

講

師

劇
団
天

童
代

表

・
浜
島

代
志
子

氏

対
象

ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
に
興
味

が
あ
り
、

地
域

の
子

ど
も
会

・
社

会
教
育

施
設

等

で
活

動

し
て

い
る
人

定

員
三

十

人

（
抽
選

）
　

費

用
無

料

匣
６

月
3
0
日

水

〔
必

着

〕

ま

で

に
、

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢

・
性

別

・
電
話
番

号

・
活
動

場

所

を
記
入

し

て
、

〒
2
7
7
－
0
8
8
2

柏

市
柏

の
葉
四

の
三

の

Ｉ
さ
わ

や
か

ち

ば
県
民

プ

ラ
ザ
事
業

課

（
登
０

４

７

１

・
4
0
・
８

戸ｈ
）Ｉ
［
ａ
］
　
　
へ

運

転

免

許

特

別

講

習

会

７
月
４

日

仰
午
立回
1
0時
～
正

午

会

場

健
康
福

祉
会

館
（
ふ

れ
あ

い

翌

内
容
運
転
免
許
証
更
新
時
の
講
習
（
一

年
以

内
に

免
許

証

更
新
の
人

は
、

当

講

習
を
受

け

れ
ば
更
新

時

の
講
習

を

免

除
）
　

定

員
当
日

先
着

六
十
人

費

用
千
七

百
円

※
安
全
運

転
を

身
に
付

け

た

い
人

は

更
新

前
で

な
く
て

も
無

料
で
受

講

で
き

ま
す

。

嚮
松

戸
市
身

障
運
転
者

協

会

・
高

橋

登
3
6
1・
り乙ｎ
乙
８

１

夏にチャレンジ！青少年教室

圃6月25 日廊午前9時から直接、受講料を添えて松戸地域職業訓

練センター（松戸市小金原1の19の3S349-3200) の窓口へ

※受け付け開始時に定員を超えた場合は抽選となります。

※費用のうち（　）内は当会員事業所または当団体会員メンバ

ーの場合です。

※ワープロ・パソコン講座については、毎月募集します。

教室名 日 時 会 場 講 師 定員・費用

コカリナに挑戦！

木製オカリナを吹こう

7/17 圉・31 圉、8/7 圉・28 圉

9/4 出 ・11 圉・18 ㈹〔全ﾜ 回〕

午後2時30 分～4時

青少年会館

コカリナ奏者

春日保人氏

20人
4,500円

ミニバスケット

ボール

7/20 竕～24 圉〔全5回〕

午前9時30 分～11 時30分

松戸市家庭婦人連盟

近藤平子氏

30人
無料

パンフラワー
7/21 ㈲～24 肬)・27(火)・28 團

〔全6 回〕　午前10 時～正午

ミガホンアカデミー

田中元子氏
20人

2,000円

工作・レーシングカー
8/3 ㈹～6窗 〔全4回〕

午前10 時～正午

松戸少年少女発明クラブ

柴田姜親氏・安部純子氏 谷
スターウオッチング

親子夏の星空観察会

8/6 銜　※雨天時8/ﾜ 圉

午後ﾜ時～9 時
中学校教諭・中山雅喜氏

親子15組

30人・無料

親子で冒険！

カヌー体験

7/20 竭

午前9時30 分～午後3時

江戸川 三

郷有料橋下）
松戸カヌー協会

親子15 組

30人・無料

親子で楽器を作ろう

鳩笛・オカリナ

7/24W ・25  (Eﾖロ 全2回〕

24 圉＝午後IE侍30分～4時30分

25([ﾖ)＝午前9時30分～午後○時30分 稔台市民セ
ンター

てづくリ楽器研究会

鈴木のぼる氏

親子12 組
24人 一500円

指編み工作
7/29C木)・30 窗 、8/2(1月)～4 ㈲

〔全5回〕　午前10 時～正午

編み物手芸講師

鈴木賀津乃氏
20人
無料

工作・レーシングカー
7/27 ㈹～30 銜〔全4回〕

午前10時30 分～午後O時30分
文化ホール

松戸少年少女発明クラブ

柴田姜親氏・安部純子氏 髞

対
象
小

学
三

年
生
以
上

（
コ
カ
リ

ナ
教

室
は
成

人
ま
で

・
カ

ヌ
ー
教

室

は
小

・
中

学
生
と

保
護
者
）

圃
７

月

日
日
日

〔
必
着

〕
ま
で
に

、
往
復
ハ

ガ
牛
に

住
所

・
氏
名

・
性
別

・
電
話
番
号

・
学
校
名

・
学
年
・
希
望

教
室
名
を
記
入
し

て
、

〒
2
7
0
－
0
0

3
5

松

戸
市

新
松

戸
南

二
の

二
青

少
年

会
館

（
a
3
4
4・
8
5
5
6

）
へ

。

ま

た
は

、
返
信

用
ハ

ガ
半

を
持
参

し
て
直

接
窓
ロ
ヘ

（
一
人
ま
た

は

一
組

一
教
室
に

つ
き
ハ

ガ
牛
一
枚

・
抽
選
）

保
健
・
衛
生

愛

の

献

血

（
松

戸
市

献

血

推

進

協

議

会

）

６
月
2
8
日
丱
午
前
1
0
時
～
1
1
時
1
5

分

と
午
後
Ｏ

時
3
0分
～

３
時
3
0分

会
場
新
松
戸
駅
前

問
健
康
課
検
診
係

昔
3
6
6
・
7
4
8
7

療

育

相

談

７
月

８
日

米
　

受

付
時
間

午
後
１

時
～
１

時
3
0分

会

場

松
戸
保

健
所

こ
　
　
　だ
っ
き
ゅ
う

対

象
乳
児

の
股

関
節

脱
臼
検

診
未

受

診
者

、
整
形

外
科

領
域

の
診
察

相
談

等
を

希
望
す

る
十

八
歳
未

満

の
人

費
用

無
料
　（
予
約

制
）

※
母

子
健

康
手
帳

を
持

参

用

電

話
で
松

戸
保

健
所
地

域
指

導
班

公
3
6
1・ｎ
乙
Ｉ

り八一
Ｉ

へ

お
知
ら
せ

文

化

ホ

ー
ル

ギ

ャ
ラ

リ

ー
の

使
　

市

民

劇
場

の

休

場

日
を

変

更

用
受

付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
1
2年
１
月
か
ら
市
民
劇
場
は
。

７
月
1
4日
水
午
前
1
0時
3
0分
か
ら
　

月
曜
日
が
祝
日
と
重
な
っ
た
場
合
は

会
場
文
化
ホ
ー
ル
講
座
室
　
使
用
期
　
開
場
し
、
翌
日
を
休
場
日
と
し
ま
す
。

間
９
月
2
8日

㈹
～
1
2月
2
6囗
㈲
　
持
　

※
平
成
1
2年
１
月
1
0日
㈲
の
予
約
は

ち
物
使
用
料

・
社
会
教
育
関
係
団
体
　
　

７
月
1
0日
出
か
ら
受
け
付
け

登
録
証
（
該
当
団
体
の
み
）
　
　
　
　
　

問
市
民
劇
場
公
3
6
8
・
０
０
７
０
、
社

圜
文
化
ホ
ー
ル
昔
3
6
7
・
7
8
1
0
　
　

会
教
育
課
昔
3
6
6
・
7
4
6
2

県

営

住

宅

空

き
家

の

入

居

募

集

期
限
７
月
１
日
米
～
1
5
日
米
案

内
書
配
布
場
所
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ

ン
タ
ー
・
市
役
所
住
宅
課
・
各
支
所

応
募
資
格
県
営
住
宅
の
入
居
資
格
所

定
の
方
法
に
よ
り
算
出
し
た
月
収
が

①
一
般
の
場
合
二
十
万
円
以
下
②
高

齢
者
・
身
体
障
害
者
な
ど
の
場
合
一

十
六
万
八
千
円
以
下
で
、
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
て
、
原
則
と
し
て
同

居
親
族
が
あ
る
人

荷
千
葉
県
都
市
公
社
県
営
住
宅
管
理

部
昔
鵬
・
2
2
2
・
9
1
8
2

住

宅

ロ

ー
ン

総
合

相

談

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
を
考
慮

し
た
総
合
的
な
住
宅

ロ
ー
ン
計
画
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す

く
診
断
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
庫
ロ
ー
ン
利
用
者
で
返

済
が
困
難
な
人
の
返
済
期
間
延
長
の

相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
今

後
の
返
済
に
懸
念
の
あ
る
場
合
は
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

嚮
住
宅
金
融
公
庫
南
関
東
支
店
サ
ー

ビ
ス
相
談
課

登
0
3・
３
２
６
０
・
９

特

別

養
護

老

人

ホ

ー
ム

「

マ

ー

シ

イ
ヒ

ル
」

ホ

ー
ム

ヘ

ル

パ

ー

（
常

勤

職
員

）

募

集

対
象
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ニ
級
以
上

の
資
格
を
持
つ
五
十
五
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
人
　
募
集
人
員
五
人
程
度

惠
電
話
連
絡
の
上
、
履
歴
書
を
持
っ

て
（
土
・
日
曜
日
を
除
ぐ
）
直
接
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
マ
ー
シ
イ
ヒ

ル
」
　・
柴
田
（

昔
3
4
8
・
8
7
8
7

）

へ学

童

保

育

所

臨

時

指

導

員

募

集

勤
務
先

新
松
戸

あ

か
し

あ
学
童

ク

ラ
ブ
　

勤

務
期
間

７
月
2
4
日

出
～

平

成
1
2年

８
月
3
1
日

附
　

勤

務
時
間

平

日
＝
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
６
時
（
週

二
回
）
・
午
前
1
1
時
～
午
後
６
時
（
週

三

回

）
、

土
曜

日

＝
午

前
1
0
時

～

午

後

３
時

（
月
二

回

）
　

募

集
人

員
一

人奈
勤
務
内

容
等

、
詳

細
は

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

圃

電
話

連
絡

の
上

、
履
歴

書
を
持

っ

て
直
接

新
松
戸

あ

か
し
あ

学
童

ク
ラ

ブ

（
登
3
4
4・
2
1
4
1

）
　へ

予

防

接
種

の

お

知

ら

せ

平
成
1
1
年
４
月
１
日
～
５
月
3
1
日

生
ま
れ
の
人
に
、
７
月
上
旬
に
予
防

接
種
の
通
知
を
し
ま
す
。

表
１
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込

み
が
必
要
で
す
の
で
、
中
央
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
の
市
民
健
康

相
談
室
の
窓
口
で
申
し
込
む
か
、
（

ガ
キ
に
下
記
の
要
領
を
記
入
し
て
、

〒
2
7
1

－
0
0
7
2

松
戸
市
竹
ケ
花
七

四
の
三
松
戸
市
中
央
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
（
公

3
6
6
・
7
4
8
4

）
　へ

※
生
後
三
ヵ
月
に
な
ら
な
い
と
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

①平成11 年4 月1 日～5 月31 日生まれで6 月15 日以降に住民

登録をした人

②予診票を持っていない下記の人

○ツベルクリン反応･ ＢＣＧ…３ヵ月以上∠1歳未満で接種をし

ていない人

○ポリオ…3ヵ 月以上｢ｱ歳6ヵ 月未満で2 回歛んでいない人

ＯＤＰＴ…３ヵ 月以上7 歳6ヵ 月未満で4 回接種し ていない人

○麻し ん…1歳以上7 歳6 ヵ月未満で接種をし ていない人

Oj風し ん…1 歳以上? 歳6 ヵ月未満で接種をし ていない人

○日本脳炎 …3歳以上7 歳6 ヵ月未満で3 回接種していない人

ハガキ記入要領（うら）

希 望する 予防接 種名

(複数 可)

●初 めてまたはリ 回受け た

今 まで受 けた日付

○ 年⊃ 月01 日

○ 年○ 月 ○日

●郵便番号と住所

● 保護者氏名

●子どもの氏名

●子どもの生年月日

●電話番号

情報



時間午前9時から(矢切地区のみグラウンドゴルフは午前11時から、ソフト

バレーボールとイン ディアカは午後ﾜ 時から)　 費用100 円程度( 保険料)

※小雨決行。新松戸地区では 、ワバ １日(日)が雨天中止の場合25 日(日)に馬橋北小

学校でグラウンドゴルフを行いますｏ

圃 当日会場で

広報ま つ ど1999 年(平成11年)6月25日

催

し

物

親

子

河

川

ウ

ォ

ッ

チ

ン

グ

７
月

４
日

㈲
午
前

９
時
市

役
所

集

合
〔
雨
天
中
止
〕
　
内
容
市
内
河
川
見

学
・
水
質
調
査
・
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
ほ

か

対

象
小
学

生
と

保
護

者

定
員

先

着
二

十
五
人

費

用
無

料

軍
電

話

で
川
を

き

れ
い
に
す

る
課

昔

3
6
6
・
Ｉ

Ｉ
Ｑ
り
り乙
へ

岩

尾

計

助

水

彩

画

展

「

水

の

あ

る

風

景

」

７
月

８
日

閑
～
1
9
日

丱
午
前

９
時

～

午
後
９

時
（
1
4日

水
休
館

、
土
・
日

曜

日

は
午

後
５

時
閉

館

）
　
会
場

寺

嶋
文
化

会
館

（
柏
市

）
　

費
用

無
料

圜

㈱
寺

島
文
化

会
館

容
０
４

７
１

・

6
7・
6
1
5
3

無
料

法

律

相

談

会

７
月
1
0日
出
午
前
1
0時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時

会
場
千
葉
県
弁

護
士
会
松
戸
会
館
（
松
戸
駅
東
口
下

車
）
　
定
員
先
着
三
十
人

用
電
話
で
千
葉
県
弁
護
士
会
松
戸
会

館

公
3
6
6
・
6
6
1
1

へ

人

形

劇

団
フ

ー
グ

「

怪
じ

ゅ
う

が
町

に

や

っ
て

き

た
」

７
月
1
4日
水
午
後
５
時
～
６
時
4
5

分
会
場
市
民
会
館
内
容
怪
じ
ゅ

う

グ
リ
フ
ィ
ン
の
包
み
こ
む
よ
う
な

人
間
へ
の
愛
の
ス
テ
ー
ジ
　
費
用
三

千

二
百
円
（
三
歳
以
下
無
料
）

嚮
松
戸
子
ど
も
劇
場

・
兼
松
昔
3
8
6

松

戸

・

鎌
ケ

谷

特

殊

教

育
作

業

作

品

展

７
月
７
日
水
・
８
日
米
午
前
1
0時

～
午
後
３
時
3
0分

会
場
市
役
所
一

階
本
館
新
館
連
絡
通
路
　
内
容
松
戸

・
鎌
ヶ
谷
の
障
害
児
学
級
と
つ
く
し

養
護
学
校
で
の
作
業
学
習
か
ら
生
ま

れ
た
木
工
作
品
・
ク
ッ
キ
ー
・
ハ
ー

プ
苗
な
ど
を
展
示
販
売

問
第
四
中
学
校
・
藤
田

登
3
8
7
・
５
３

Ｉ

Ｉ

八

柱

霊

園

七
夕

ま

つ

り

①

七
夕
飾
り
＝
７
月
１
日
水
～
1
4

日
水
②
七
タ
イ
ベ
ン
ト

＝
７
月
Ｈ
日

㈲
午
前
1
0時
か
ら
〔
雨
天
中
止
〕

会
場
八
柱
霊
園
　
内
容
①
約
五
十
本

の
七
夕
を
飾
る
②
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催

※
ジ
ュ
ー
ス
ほ
か
の
販
売
も
あ
り

醫
八
柱
霊
園
管
理
事
務
所
・
杉
本

登

3
8
7
・
2
1
8
1

竹
刀

千
円

二
点
◆

男

性
用

ス
キ

ー

ウ

詬
ア
二
千

円
今

硬
式

テ

ニ
ス
ラ

ケ

ッ

ト
二

千
二

百
円
◆

電

子

ピ
ア
ノ

い
す

付

き
八
千
円

百
用
雑
貨
】
室
内
用
折
り
畳
み
物
干

し
三

千
円

◆
華

道
用

針
金

（
小

）
五

百
円

◆

華
道
用

針
金

（
大

）
千
円

◆

自

転
車
用

レ
イ

ン
コ

ー
ト
千

円
◆

寝

袋
ニ

セ

ッ
ト
五

千
円
◆

ド
ー

ム
式
テ

ン
ト
三
千

円
◆

キ

ャ
ン

プ
用
ニ
ロ

コ

ン
ロ
二
千

円
◆

天
体

望
遠

鏡
無

料
◆

お
ふ

ろ

用

の

ふ
た

（
7
0
靆

×
9
0
惣

）

八
百

円
◆

Ｐ
Ｌ

用

ガ
ス

レ
ン

ジ
千

円

◆

ス
テ

ン
レ

ス
製

ラ
ン
チ

ジ

ャ
ー
千

五
百

円
◆

伝
記

本
三

十
冊

三
百
円

◆

ラ

ジ
ア

ル

タ
イ

ヤ

（
1
8
5
ｙ
6
0
R
バ
1
4）

無

料
◆

ク

ー
ラ

ー
ボ

ッ
ク
ス
千

五
百

円
◆

グ
ラ
ス

セ

ッ
ト
二
千
円

◆

人
形

の
家

（
家
具
付

き
）

八
百
円

◆

Ｔ
Ｖ

ア

ニ

メ
キ

ャ
ラ
ク

タ

ー
お
も
ち

ゃ
千

五
百

円
◆

子
供

用

ワ

ー
プ
ロ
千
円

◆

ラ
ジ
コ

ン

カ
ー
千
円

◆

ミ
ニ

カ
ー

の

レ

ー

シ
ン

グ
コ

ー
ス
三
百
円

◆

子
供

用

お
絵

描
き
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
五
百

円
◆

耳

計
り
式

体
温

計
三
千

五
百
円

介

護

ミ

ニ

教

室

と

無

料

相

談

会

７
月
５
日

菲
・
1
9日

側
、
８

月
２

日

囲

・
Ｈ
日
水

・
1
6日

側

・
2
5日

水

①

介
護

ミ
ニ
教

室

＝
午

前
1
0
時
～
正

午

②

介
護
相
談

会

＝
午

後
１

時
～

３

時

会
場
松

戸

栄
暮
ら

し

の
相
談

セ

ン

タ

ー
（
松

戸
栄
郵

便
局

ビ
ル
ニ

階
）

内

容
上
手

な
介

護
の
仕

方
と

ポ
イ

ン

ト

・
将

来

の
介

護

の
た
め

に
　

逶
師

社

会
福

祉
士

・
介
護

福
祉
士
　

定

員

①

十
人
回

天
　
（
予
約

制
）

用
電

話

で
松
戸

栄
暮

ら
し

の
相
談

セ

ン
タ
１

昔
3
6
0
・
6
6
1
2

へ

経

営

事

項

審
査

説

明

会

（
東
葛

飾

地

区

）

７
月
１
日
困
午
後
１
時
3
0分
～
４

時

会
場
柏
市
民
文
化
会
館

対
象

平
成
Ｈ
年
度
に
経
常

事
項
審
査
の
申

請
を
希
望
す
る
、
東
葛
飾
土
木
事
務

所
管
内
の
建
設
業
者

費
用
無
料

固

卞
葉
県
土
木
部
管
理
課
審
査
班
昔

砌
・
惣一
・
3
1
1
3

圃

６

月
2
9
日

㈹

〔
当

ぼ
消
印

有

効
〕

ま
で
に

、
（

ガ
キ

に
希
望

品
名

（
品

物
一
点

に

つ
き
一
人

一
枚

）
　・
価

格

・
住
所

・
氏
名

・
電

話
番

号

（
昼

間

お
勤
め

の
人

は
勤

め
先
の
電
話

杳
号
）

を
記

入
し

て

、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松

戸
市
小

根
本

七
の

八
京
葉

ガ
ス

Ｆ
松

戸
第
ニ
ヒ

ル
松

戸
市

消
費

生
活
課

消

費
生
活

係

へ

※
相
手

の
紹

介
は
月

初
め

に
抽
選
し

当
選

者

に
連
絡
し

ま
す

。
紹
介

後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す

。

○
次
回
掲
載
分

に
つ
い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
６
月
2
9

日

㈹
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三
点
ま
で
）
。
広

報
ま
つ
ど
７
月
2
5日
号
に
掲
載
し
ま

す
。
価
格
は
一
万
円
ま
で
で
、
衣
料

品
・
食
料
品
・
自
転
車
な
ど
は
扱
い

ま
せ
ん
。

醫
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
昔
3
6
6
・

７

３

り
乙

９

タ

イ

の
料

理

教

室

７
月
４
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
２

時

会
場
市
民
会
館

内
容
ト
ム
ヤ

ム
ク
ン
な
ど
の
料
理
を
タ
イ
の
人
た

ち
に
直
接
教
わ
る
定
員
先
着
四
十

人

費
用
千
円

車
電
話
で
国
際
交
流
さ
く
ら
の
会
・

進
藤

昔
3
8
5
・
8
1
2
9

へ

住

宅

リ
フ

ォ

ー
ム

相

談

６
月
2
6日
出
①
午
前
1
0時
～
午
後

４
時
＝
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
何
で
も
相

談
②
午
後
１
時
～
２
時

＝
市
民
講
座

「
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ポ
イ
ン
ト
と
バ
リ
ア

フ
リ
ー
住
宅
」
　
会
場
衛
生
会
館

講
師
松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員

’

費
用
無
料

軍
当
日
会
場
で

嚮
松
戸
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
員
協

議
会
（
住
宅
課
内
）

昔
3
6
6
・
７
３
６

林

家

た

い
平

の

語
り

を

聞

く

会

６
月
3
0日
水
午
前
1
0時
～
Ｈ
時
3
0

分

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー

講
師
落
語
家
・
林
家
た
い
平
氏
費

用
五
百
円

崋
電
話
で
お
は
な
し
糸
ぐ
る
ま
・
湯

本
公
3
8
5
・
７
７
０
叭
へ

(地域祭)松戸市スポーツレクリエ ーション大会

期 間 内 容 ． 問 い合 わ せ先

6/27(1日)まで 松戸市美術展 教育委員会社会教育課　　　 昔366-ﾜ462

7/ 7 似卜11( 日)松戸書道教育連盟展 松戸 書道教育連盟　　　　　Q362-2982

7/16 ㈲～18 日 いろイロばたけ作品展 田中　　　　　　　　　　　55364-194ﾜ

7/20 飭卜8/1  (Eﾖ)平和 パネル・ポスター展 市総務部総務課　　　　　　 容366-ﾜ305

開館時間…午前10時～午後ら時　※月曜日は休館

ス
ポ
ー
ツ

家

庭

婦

人

卓

球
大

会

ラ

ン

ク
別

団

体

戦

７
月
９
日
次
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館
対
象
車
内
在

住

・
在
勤
の
女
性

春
用

一
人
六
百

円圃
７
月
２
日
次
午
前
1
0時
か
ら
運
動

公
園
で
行
う
組
み
合
わ
せ
会
議
で

在
住
・
仕
勤
・
在
学
の
人
　
費
用
子

二
百
円
、
協
会
未
登
録
者
二
千
円

兩
６
月
3
0日
水

〔
必
着
〕
ま
で
に
、

所
定
の
振
り
込
み
用
紙
ま
た
は
現
金

書
留
で
、
〒
『
一
1
0
0
1
3
松
戸
市

小

金
き
よ
し
ヶ
丘
三
の
二
の
一
佐
藤

豊
志
（
登
3
8
6
・
5
5
9
6

）
　へ

４

１

［

ａ

市

民

バ

ド
ミ

ン

ト
ン

夏

季

大

会

７
月
Ｈ
日
㈲
午
前
９
時
か
ら
　
会

場
運
動
公
園
体
育
館

内
容
男
女
各

ダ
ブ
ル
ス
一
部
～
四
部
　
対
象
車
内

び
一
般
（
初
心
者
お
よ
び
成
人
女
性

コ

ー
ス
あ
り
）
　
定
員
各
先
着
三
十

人
　
費
用
各
三
千
円

圃
７
月
３
日
出
・
４
日
㈲
午
後
３
時

～
５
時
の
間
に
、
費
用
を
持
っ
て
直

接
中

央
公
園
プ
ー
ル
事
務
所
へ

醫
松
戸
市
水
泳
協
会

∴
二
好
公
3
8
5
・

0
3
0
3

（
午
後
６
時
～
９
時
）

地 区 期 日 会 場 ．種目 問 い 合 わ せ

本 庁 7/20 竭 南部小学校

グ ラウン ドゴルフ

イン ディ アカ

フアミリーバドミントン

ラージ ボ ール卓 球

体育指導委員

佐伯登363-2069

明 第一 ・

第二

7/110日) 上本郷第二小学校

グ ラウン ドゴルフ

ダ ーツ

ファミリーバドミントン

ソフ トバレ ーボール

体育指導委員
大塚S363-389ﾜ

体育指導委員

村松Q364-292ﾜ
7/18 ⑧ 松ヶ丘小学校 ラージポール卓球

矢　 切 7/11C日)

柿ノ木台小学校 グラウンドゴルフ
体育指導委員

山川容36ワー3958矢切小学校
ソフトバレーボール
インディアカ

東 部

6/26 ㈹
和名ケ谷

スポーツセンター
ラージボール卓球

体育指導委員

渡部S391-154ﾜ7/ 4(日)
東部ｽ ﾎﾟｰﾂﾉ トヽ ク

ソフ トバレーボール

イン ディアカ

ファミリーバドミントン

7/18(H) グラウンドゴルフ

常 盤 平
7/mﾖ ）

常盤平第一小学校

グラウンドゴルフ

インディアカ

ラージボール卓球
体育指導委員

宍戸S389-8415

7/180日)
ソフトバレーボール
ファミリーバドミントン

五香 六実 7/11(E])

六高台スポーツ広場 グラウンドゴルフ

体育指導委員
谷畑S385-0441

六実第三小学校
ファミリーバドミントン
ソフトバレーボール

松飛台第二小学校 ラージボール卓球

小金 原

7/110日)栗ヶ沢小学校 グラウンドゴルフ

体育指導委員
日江井公342-'ﾜ0687/18(日)小金原体育館

ファミリーバドミントン

ソフ トバレーボ¬ル

ラー ジボ ール卓 球

小 金 7/110日)小金北小学校

グ ラウンドゴ ルフ

インディアカ

ファミリーバドミントン

体育指導委員

藤咲Q344-9248

馬 橋
｜

7/11(Eﾖ)八ヶ崎小学校

グラウンドゴ ルフ

ソフトバレーボール

ファミリーバドミントン

イン ディアカ

体育指導委員
泉登3∠13―99ﾜ9

新松 戸
7/11(1日)新松戸西小学校

グ ラウンドゴ ルフ

イン ディアカ

ラー ジボ ール卓 球

ソフトバレーボール

ファミリーバドミントン

体育指導委員

香川O343-5580

7/25(1日)馬橋北小学校 ダーツ

○
譲
り
ま

す

家
具
木
製
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
収
納
箱
二

千
円
◆
木
製
ス
リ
ッ
パ
ラ
ッ
ク
三
百

円
◆
整
理
た
ん
す
千
円
◆
洋
服
た
ん

す
七
千
円
◆
オ
ー
デ
ィ
オ
ボ
ー
ド
五

百
円
・
二
千
円
◆
と
う
製
ガ
ラ
ス
テ

ー
ブ
ル
三
千
円
◆
と
う
の
い
す
千
円

◆
シ
ン
グ
ル
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド
二
千
円

◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
三
千
円
◆
テ

ー
ブ
ル
と
い
す
四
脚
二
千
円
◆
コ
ー

ナ
ー
用
Ｔ
Ｖ
台
無
料
◆
コ
ー
ナ
ー
用

ロ
ー
チ
ェ
ス
ト
無
料

電
気
用
品
〕
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
無

料
◆
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
五
千
円
◆
保
温

ト
レ
イ
千
円
◆
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

千
五
百
円
◆
扇
風
機
三
千
円
◆
空
気

清
浄
機
一
万
円
◆
コ
ー
ド
レ
ス
留
守

番
電
話
機
二
千
円
◆
電
子
レ
ン
ジ
千

円
◆
二
槽
式
洗
濯
機
千
円
◆
Ｃ
Ｄ
ス

テ
レ
オ
無
料
◆

フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ

ー
二
千
五
百
円
◆
Ｂ
Ｓ
チ
ュ
ー
ナ
ー

四
千
円

〔
子

忸
田
品
〕
Ａ

Ｂ
兼
用

ベ
ビ

ー
カ
ー

ハ

千
円

◆
双

子
用

Ａ
型

ベ
ビ
ー

カ
ー

千
円
◆

Ａ
型

ベ
ビ
ー

力
上

二
千

円

・

五
千
円

◆
Ｂ

型

ベ
ビ

ー
カ

ー
一
万

円

◆

手

押
し

車
五
百

円
◆

畳
用

の
蚊
帳

五
百
円

◆

ベ

ビ
ー

ベ
ッ
ド
五
千

円
◆

ベ
ビ
圭

フ
ッ
ク
無

料

・
五
百
円

こ
二

千
円
二

点
◆

ベ
ビ
ー

バ
ス
五
百

円

・

千
円

四
点
◆

チ

ャ
イ

ル
ド

カ
ー

シ
ー

ト
二
千
円
・
六
千
円
・
八
千
円
∴

万

円
◆

プ
レ
イ

ジ
ム
三
百

円

・
五
百

円
◆
滑
り
台
付
き
プ
レ
イ
ジ
ム
五
千

円

◆

室
内
用

ブ
ラ
ン
コ

五
千
円

◆

お

ん

ぶ
だ

っ
こ
ひ
も

五
百
円

・
千
円

・

四
千
円

◆

は
乳

ビ
ン

の
消
毒

容
器

五

百
円
◆

紙

お
む

つ
Ｌ
サ

イ

ズ
三
千
円

◆

電
動

式

搾
乳
機

千
円
◆

洋

式
ト

イ

レ
用

補
助

便
座

八
百
円
◆

お

ま

る
四

百
円
◆

歩
行

器
五

百
円

二
点
◆

テ
ー

ブ
ル
チ

ェ

ア
三

千

円
◆

ク

ー

バ
ン
千

円

二

二
千
円

〔
ス

ポ

ー
ツ

・
楽

器
用

品

〕

室
内

用

健
康
器

具
千

円

∴
二
千
円

◆

剣
道

の

文化ホールギャラリー

臂
家
庭
婦
人
卓
球
連
盟

・
石
川
登
3
6
8

フ

ア
ミ

リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

ー

ラ

ー
ジ

ボ

ー
ル

卓
球

教

室

７
月
４
日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
体
育
館

費
用
百
円
（
保
険
料
）

用
当
日
会
場
で

問
体
育
指
導
委
員

よ
（
戸

昔
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広報ま つ ど1999 年(平成11年)6月25日

見 に 行 こ う　 聴 い て み よ う　 ＝文 化 施 設 だ よ り ＝　 松戸市の市外局番は０４７です。

期 日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

大
ホ
ー
ル

6/26CD本の実ナナコン サート　　　　☆ １８：００ 労音東葛センター　　　　登365-9911

2叭日）児童アニメ映画会　　　　　　☆ １３：５０ ファミリーフィルムQ03-3419 一惚61

7/ 3(土)喜納昌吉＆チャンプルーズ　　☆ 18:00 労音東葛センター　　　　a  365一9911

6㈹
地下鉄8・11号線建設促進住民決
起大会

13:00 市交通計画課　　　　　　Q366 ―ﾜ312

7圉 香西かおりコン サート　　　　☆
14:00 ペルワールドミュージツク

a03 －3222 －ﾜ80118:30

11(日)松竹大歌舞伎　　　　　　　　☆ 纐:00 聯松戸市文化振興財団　　 昔38∠卜5050

18(日)
東京バレエ劇場バレエ団公演

くるみ割り人形全幕十海賊　　☆
1∠1:00

東京バレエ劇場バレエ団

O03-336 卜0958

20 竕
ドイツ・ヴォルフラーツハウゼン

児童合唱団　　　　　　　　　☆
14:00

MIN 一〇Nチケットセンター

登03-3226-9999

25 剛 松戸青少年交響楽団第4回定期演奏会 15:00 松戸青少年交響楽団・北野O344 ―3322

小
ホ

｜ル

6/27(1 日)
森の室内楽「フラン ス近代とドイ

ツロマン派の室内楽」　　　　☆
14:00 討手公戸市文化振興財団　　公384-5050

7/ 3 倒 森の名人会　　　　　　　　　☆ 18:00 紂松戸市文化振興財団　　公384-5050

4(日)ヴァイオリン・ピアノの発表会 14:00 フォルテピアノの会・西澤登384-1ﾜ41

17(土)第29 回つばみ会ピアノ発表会 14:30 つばみ会･濵口　　　　　O342―841ﾜ

18(日)ちぱ保育のつどい 9:50
全国保育団体合同研究集会千葉県実行委

員会　　　　　　　 容04ワー424-8102

20 竭 ムジカ・ソナーレ第3回演奏会 ☆ 纐:00 ムジカ・ソナーレ ・菊地　Q344-6ﾜ 副

22 困 ピアノ発表会 12:30 佐藤万理子　　　　　　　o346 ―683ﾜ

23 銜 日ROS 日　PIANO　LIVE ’99　☆ 19:00 労音東葛センター　　　　o365 ―9911

24(土)

室内楽の楽しみ １１：００ 石崎俊子　　　　　　　　a34 ワー8お80

松戸市フルート音楽研究会10 周年

記念コン サート　古楽器による モ

ーツァルトのタペ　　　　　　☆

19:15 ギャラリー橋本屋　　　　登362-3∠L45

25(日)工藤重典フルートリサイタル　☆ 14:00 討手公戸市文化振興財団　　登384-5050

期 日 内 容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

6/27(Eﾖ)
第21回本間祥公ダン スバレエアカデミー

発表会
１４：００

本間祥公ダンスバレエアカデミー

S386-13ﾜ8

7/  4(1日) 万作踊りおさらい会 10:00 教育委員会社会教育課Q366 ―ﾜ462

10 圉 千葉ろう者劇団九十九

創立15周年記念九十九公演　　　　　☆

19二00 千葉ろう者劇団九十九・関内

登384-118011日 14:00

18(日)第2回フラダンスフェスティバル 巧 二00
マカナアロハサークル・久保田

O365 ―0331

20 竕

松戸手をつなぐ育成会第18回チャリティ

ー映画会「君の手がささやいている」「ぼ

くときどきぶた」　　　　　　　　 ☆

10:00

松戸手をつなぐ育成会 昔38ワー216113:00

16:00

23 窗
松戸親と子のよい映画を見る会　映画会

「カンパとカワウソの冒険」　　　　 ☆

10:00 松戸親と子のよい映画を見る会

S362-3ﾜ38巧:00

18:30

25日
カッパ座公演人形劇

「カッパ虹伝説なな 色の虹」　　　 ☆
13:30 松戸カッパ友の会　　0368 ―2290

※月曜日は休館

21世紀の森と広場パークセンター

期 間 内 容
展

刀て
7/13W ～18(日) 「ベゴニア展」　日本ベゴニア協会千葉県支部

§

二

7/ 3 仕)午前10時～11 時30分 野草ウオツチンゲ　講師自然解説員・川端祥子氏

4(日)午後2時～3時 季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

20蝎 午前10時～11時30 分 昆虫ウオッヂンゲ　講師自然解説員・佐藤隆士氏

定員先着25 人　費用無料　※雨天中止

圃当日パークセンターで

相

談

毎週水・土・日曜日と祝日､午前

10時～正午と午後1時～3時30 分

みどりの相談員による花や緑に関する相談(電話でも受け付

けます)

開館時間…午前9時～午後4時30分（月曜日は休館）　※ﾜ/21 ㈲～8/20 剛 ま午後6時まで

戸定歴史館
7月 ５日商 ～16 奥 の間、展示替のため 、休館し ます （戸定邸は開館）

期間・催し物 内　　　容

7/4(1日)まで

徳川昭武の幕末

滞欧日記

徳川昭武は、186ﾜ 年（慶応3年）パリ万国博覧会に将軍の名代として参加。万博

の行事を終えた昭武は、欧州各国を歴訪したのちパリで留学生活に入りました。昭武

は、兄である将軍慶喜より3年から5年の留学生活を命じられていまし たが、明治維
新により志半ばで帰国し水戸藩主に就任し ました。今回の展覧会では、当時14歳の

昭武が残した日記を中心に展示を行い、昭武の見た19世紀の世界を展観します。

主な展示品昭武直筆の日記・フランスの昭武にあてだ徳川慶喜直筆書簡・スイス大統領より贈られた昭

武肖像入り金時計・昭武着用の陣羽織 一昭武のフランス土産品 り86ﾜ 年パリ万国博覧会の写真

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館。ただし 祝日は開館し翌日休館）

入館料…一般60円、高・大学生40円 、小・中学生20円

※毎月第2・4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

7月12日側～19(月)の間、館蔵資料保護のため、くん蒸作業を行いますので休館します[ 問384-82ﾜ2

期 間 内 容

7/1 ㈲～31出 午後10315分・３

時15分から上映(土･日祝日は

午前11時からも上映)

ハイビジョン映像｢ 生きもの地球紀行　山形県鳥海山麓～サケが遡

る清流の四季｣ ＜上映時間44 分＞
8月：｢大自然スペシャル　亜熱帯の島に生命が集う～沖縄・西表島｣

＜上映時間44分＞　会場講堂　観覧無料

7/11(日)まで

'98ワイルドライフ写真大賞展　内容BBC ワイルドライフ誌とロン

ドン自然史博物館主催の自然写真を対象とした写真コンテストの入

選作品85 点を展示　会場企画展示室　観覧一般300 円(240 円卜 高

大学生150 円(100 円)・小中学生100 円(60円)〔(　)内は団体料金/

20人以上。常設展示は別料金〕

①7/28 ㈲・29困および30 窗

～8/1(日)の3日間のうち1日
②8/18(*)・19㈲および20窗

～22日 の3日間のうち1 日

吝午後1時～3時

(①または②の3日間)

夏休み体験教室 厂糸つくリ・布つくリ」　内容自分で紡いだ糸を使

って機織りで布を織ります　対象小学校高学年・中学生　定員各期

10人（抽選）　費用無料

圃ﾜ 月21日出までに、往復ハガ牛に住所・氏名・学年・電話番号・

希望期間（①または②）を記入して、〒2ﾜ○-2252 松戸市千駄掘6ﾜ1

市立博物館「糸つくリ・布つくリ」ｲ系(Q384 一82ﾜ2）へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第1日曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人
惠電話で市立博物館試着体験係S384-82ﾜ2 へ

休館日月曜日（祝日は開館し 、翌日休館）・第∠1金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間午

前9時30 分～午後5時（入館は午後4時30 分まで）　常設展観覧料一般300 円（240円卜 高大学生

猖○円（100 円）・小中学生100 円（60円）〔（　）内は団体料金/20人以上〕

※毎月第2・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

ガイドツアー（常設展示解説）毎日午前10時・午後2時から30 分間（参加者は観覧料が必要です）

市民劇場
期　日 内　容（☆は有料） 開演時間 問い合わせ先

6/26R バイオリンの発表会 13:30 植田哲子　　　　　　　0345-8368

27(日)花音コン サート 13:00 越田葉子　　　　　　　S360 一刀10

4(日)ミューズコンサートヴィオラリサイタル☆ １４：００ 岡本潤也　　　　　　 容349-4665

11(日)ピアノ発表会 １１：３０ 立原安紀子　　　　　　昔36ワー8839

17 圉 ピアノ発表会 16:00 長久保容子　　　　　 登346-6681

20 竭 カラオケコンテスト 18:30 冨永く に子　　　　　Q341-3623

21 團 ピアノ発表会 １４：３０ 永澤えい子　　　　　　o368 ―9294

22 困
㈱伊藤楽器ピアノ発表会ヽ

10:00
伊藤賢二　　　　　 登348-0111

23 銜 10:00

24 圉 ピアノ発表会 13:00 菅原奈緒子　　　　　　o366^-946ﾜ

※月曜日は休館

松戸駅市民ギャラリー

期 間 6/27(1日)～7/ 8 ㈲ 7/9 窗～22 ㈲ 7/23R ～8/  5W

東
松戸市美術展覧会

受賞者展

[圃教育委員会社会教育課
o366 ―ﾜ茆2

二瓶ちづか独り展

圃二瓶Q368-05ﾜ9

アトリエこたに洋画展

鬪武市Q385-5832

西
松戸川柳会川柳展

讐米島Q344-5916

松戸あひる会10 号展

鬩倉根登392-16ﾜ1

文化ホールギャラリーの催し物は7面をご覧ください

相 談名 期 日 時 間 会 場 圖 相談 名 期 日 時 間 会 場 圖

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談室

嫋
獄
警

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅ nー

麪

U

掻 務

366局
ラ松
幃

フ 局

5(月) 馬 橋支所交通事故 午前9時～午後5時
6(火) 六実支所

法律相談

(予約制)

月･火･木曜日 午後1時～5時

市
役
所
相
談
コ

｜ナ

｜

6(火) 小 金支所
第1月曜日 午前9時～正午

7冰） 常盤平支所
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 7冰） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 1休） 小金原市民センター

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(≫363―6278)でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

ご と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市役所相談ｺｰﾅｰ

社白

登協
ヅ

Ｑ

5(月) 馬 橋支所
外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

6(火) 六実支所
住宅ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課

6(火) 小 金支所
労働相談 第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
7冰)・21冰) 常盤平支所

※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(0361-4089)でも行っています。 7冰)・21冰) 新松戸市民センター

巡

回

年

金

相

談

2淦）

午前10時～午後3時

常盤平支所 ※　 国
衣　 民
記以　 年

外　
金

の　 課
㈹

民 ・ 係
年 ７
童 ３
課 ５へ ２

1困・15床 小金原市民センター

6(火) 小 金 支 所 痴ほう介護相談(予約制) 23(金) 午後1時～4時 社会福祉協議会

9(金) 小金原支所
ゆ う ま つ ど

こ ころ の相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女 性 セン タ ー

（ 相 談 室 直 通 ）

0363-0505

第2～第4木曜日13 ㈹ 馬 橋 支 所
第1木曜日 午後2時～8時

16(金) 六 実 支 所
女 性就業 相談 火･金曜日 午前10時～午後4時

23(金) 新松戸支所
パ ー ト 労 働

悩 みご と相 談
6図

午後1時30分～
午後4時30分

女 性 セン タ ー

S364 ―877827(火) 矢 切 支 所

30(金) 東 部 支 所 就学相 談( 予 約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後1時30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

S366-7600
消費生活相談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365-6565

教育 相談( 予 約制)

青少年 相談( 電話)
月～金曜日

午前8時30分～

午後4時30分

少 年 セン タ ー

Q363-7867育 児 相 談

(すくすくﾃﾚﾌｫﾝ)
月～金曜日 午前8時30分～午後5時

北 松 戸保 育 所
登367-4646 青少年 相談( 来 所)

〔予約制 〕
午前9時～午後5時

少 年 セン タ ー
S366-7464※住宅課0366-7366 、商工観光課0366-7327

◆テレ ホ ン案 内 サービ ス　 。

〔当日 の医 療機 関( 待機 病院i 休日 在宅

当直医､ 夜 間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科 診療所 等) を 案内し てい ま す〕　：

S366 ―0010

平日 午 後4 時30 分～ 翌 日午 前9 時

休日 と土 曜 午前9 時～翌 日午前９時 ｊ

◆夜 間急 病 診療所　　 ≪368-3756

衛 生会 館内　 毎 日 午後8 時～11 時

◆ 休日土 曜日 夜 間歯科 診療 所

S365-3430

衛生 会 館内　 午 後８時～11 時

※終了 時間 間際 に来 ら れる と きは 、あ|

ら かじ め電 話 確認 を　　　　　　　 ｌ

お気軽にご談＜ださい∧７月の相談あんない丶○※相談はすべて無料です。閉庁日の相談ぱありません。

市民会館

博物館

森のホール21

緊急医療体制
健康保険証をお忘れ

なく
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